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わ
が
国
に
お
い
て
は
、
渉
外
事
件
が
提
起
さ
れ
た
場
合
、
裁
判
所
は
、
ま
ず
、
わ
が
国
の
国
際
私
法
規
定
－
一
般
に
は
、
法
例
の
規
 
 

定
－
に
従
っ
て
準
拠
法
を
決
定
し
、
さ
ら
に
、
外
国
法
が
準
拠
法
と
さ
れ
た
場
合
に
は
、
裁
判
所
が
職
権
で
そ
の
内
客
を
調
香
し
、
こ
 
 

れ
を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
渉
外
事
件
に
関
し
て
は
、
裁
判
所
は
、
ま
ず
国
際
私
法
規
定
を
過
糊
し
て
準
拠
 
 

（
1
一
 
 

法
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
裁
判
例
を
み
る
と
、
そ
の
事
件
の
事
実
関
係
か
ら
 
 

は
渉
外
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
事
者
も
裁
判
所
も
、
も
っ
ぱ
ら
日
本
法
を
前
提
と
し
て
裁
判
を
行
っ
て
い
る
も
 
 

の
が
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
東
京
地
判
平
成
四
年
九
月
三
〇
H
 
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
八
二
五
号
一
九
二
百
ハ
）
 
の
ケ
ー
 
 

二
門
五
 
 
 

任
意
的
抵
触
法
の
理
論
に
つ
い
て
 
 

五 四 三 二  

は
じ
め
に
 
 

抵
触
規
定
・
外
国
法
の
適
用
に
関
す
る
諸
国
の
状
況
 
 

任
意
的
抵
触
法
の
理
論
 
 

若
†
の
検
討
 
 

む
す
び
に
代
え
て
 
 

一
 
は
じ
め
に
 
 

佐
 
 
野
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二
川
六
 
 
 

ス
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
お
よ
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
田
内
の
競
馬
場
で
活
躍
し
て
い
た
じ
本
人
騎
手
に
関
し
て
、
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
社
が
 
 

八
百
長
行
為
を
行
っ
て
い
る
な
ど
と
報
じ
た
た
め
に
名
誉
を
毀
損
さ
れ
た
と
し
て
、
そ
の
騎
手
が
新
聞
社
に
損
害
賠
償
と
謝
罪
広
此
口
を
 
 

求
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
裁
判
所
は
「
日
本
国
内
に
お
い
て
は
も
と
よ
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
等
に
お
い
て
も
、
原
告
が
 
 

八
百
長
レ
ー
ス
等
の
不
正
行
為
に
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
惑
が
広
ま
り
、
原
告
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
社
会
的
評
 
 

価
を
著
し
く
害
さ
れ
た
」
 
と
の
判
断
を
し
て
い
る
も
の
の
、
法
例
の
規
定
や
準
拠
法
の
問
題
に
は
一
切
触
れ
る
こ
と
な
く
、
原
告
に
対
 
 

し
て
損
害
賠
償
と
謝
罪
広
告
を
認
め
て
い
る
。
ま
た
、
東
京
高
判
平
成
八
年
六
月
二
六
‖
 
（
判
例
時
報
一
五
七
三
号
一
∴
三
重
）
 
は
、
 
 

商
川
で
し
ば
し
ば
来
‖
す
る
パ
キ
ス
タ
ン
人
が
、
‖
本
の
証
券
会
社
の
支
店
長
ら
の
勧
め
に
よ
り
行
っ
た
株
取
引
で
損
失
が
生
じ
た
と
 
 

し
て
、
証
券
会
社
の
善
管
注
意
義
務
違
反
を
問
う
た
事
件
で
あ
る
が
、
叫
事
者
も
裁
判
所
も
準
拠
法
を
一
切
問
題
に
し
て
い
な
い
。
 
 
 

こ
れ
ら
の
判
決
に
対
し
て
は
、
法
例
を
明
ホ
的
に
適
用
し
て
い
な
い
点
に
問
題
は
あ
る
も
の
の
、
法
例
を
通
用
し
て
も
〓
本
法
が
適
 
 

用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
か
ら
－
前
者
の
場
合
に
は
、
不
法
行
為
地
法
と
し
て
〓
本
法
が
、
後
者
の
場
入
日
に
は
、
黙
．
小
的
な
契
約
準
 
 

拠
法
と
し
て
日
本
法
が
適
川
さ
れ
る
吋
能
怖
が
あ
る
、
裁
判
所
は
あ
え
て
準
拠
法
を
問
題
と
し
な
か
っ
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
 
 

る
か
も
し
れ
な
㌧
ま
た
、
と
く
に
後
者
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
は
裁
判
手
続
中
に
契
約
準
拠
法
と
し
て
‖
本
法
の
過
用
に
合
 
 

意
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
り
 
し
か
し
、
実
際
に
は
、
こ
れ
ら
の
事
例
で
は
、
当
事
者
は
、
も
っ
と
単
純
に
、
 
 

法
廷
地
法
で
あ
る
日
本
法
が
紛
争
解
決
の
基
準
と
な
る
と
考
え
て
い
た
と
も
考
、
ろ
ら
れ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
渉
外
事
件
に
つ
い
て
、
当
事
者
が
と
も
に
外
国
法
の
適
用
を
主
張
し
な
い
場
合
、
あ
る
い
は
も
っ
と
積
極
的
に
日
本
 
 

法
の
適
用
を
主
張
し
て
攻
撃
・
防
御
を
行
っ
た
場
合
で
も
、
少
な
く
と
も
わ
が
国
の
学
説
上
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
必
ず
ま
ず
 
 

国
際
私
法
規
定
を
適
用
し
て
準
拠
法
を
決
定
す
べ
き
で
あ
る
と
考
、
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
渉
外
幸
作
に
対
し
て
国
際
私
法
規
定
を
 
 

絶
対
的
■
強
行
的
に
通
用
す
る
と
い
う
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
対
し
て
は
、
一
九
七
〇
年
に
、
ド
イ
ツ
の
フ
レ
ス
ナ
ー
（
A
．
F
－
e
s
s
n
e
r
）
 
 

が
、
裁
判
所
は
当
事
者
が
国
際
私
法
を
援
用
し
て
外
国
法
の
適
用
を
望
ん
だ
場
合
に
は
じ
め
て
国
際
私
法
規
定
を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
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と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
什
意
的
抵
触
法
（
f
a
k
亡
－
t
a
t
i
諾
S
K
O
〓
i
s
i
O
n
S
r
e
C
h
t
）
」
の
理
論
を
提
唱
し
て
以
来
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
こ
の
問
 
 

題
が
多
彩
な
形
で
議
論
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
フ
レ
ス
ナ
ー
の
理
論
は
、
そ
れ
が
主
張
さ
れ
た
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
「
国
際
私
法
 
 

の
否
定
」
 
の
論
と
し
て
学
説
上
強
い
批
判
を
受
け
て
お
り
、
ま
た
わ
が
国
で
も
こ
れ
に
批
判
的
な
立
場
が
一
般
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
 
 

「
J
 
 

れ
脊
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
学
説
に
お
け
る
批
判
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
と
く
に
外
国
法
の
適
用
に
伴
う
諸
因
雉
を
理
由
と
し
て
、
実
 
 

務
家
や
訴
訟
法
学
者
の
間
に
は
、
こ
の
理
論
に
対
す
る
根
強
い
関
心
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
か
。
近
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
 
 

任
意
的
抵
触
法
に
関
す
る
研
究
が
相
次
い
で
公
表
さ
れ
た
の
む
、
そ
の
よ
う
な
事
情
を
背
景
と
し
て
い
る
と
い
え
よ
ナ
。
 
 
 

切
知
の
よ
う
に
、
フ
レ
ス
ナ
ー
の
任
意
的
抵
触
法
の
理
論
に
関
し
て
は
、
す
で
に
丸
岡
松
雄
教
授
の
壮
大
な
研
究
が
存
在
し
て
い
る
 
 

が
、
本
稿
は
、
そ
の
よ
う
な
任
意
的
抵
触
法
に
関
す
る
近
時
の
議
論
の
一
端
を
紹
介
し
、
そ
れ
に
対
し
て
若
†
の
検
討
を
加
え
よ
う
と
 
 

、
 
 

す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

（
1
）
 
海
老
沢
芙
広
「
国
際
私
沈
の
強
行
性
と
民
事
訴
訟
」
l
七
商
法
雑
誌
六
川
巻
⊥
＝
ゾ
七
八
二
真
二
・
几
十
∴
年
）
、
姑
高
裁
判
所
事
叔
総
局
編
「
渉
外
家
 
 
 

事
事
件
執
務
提
要
 
（
上
）
』
 
↓
ハ
真
 
（
一
九
九
一
年
）
り
 
こ
の
よ
う
に
、
国
際
私
法
は
、
㌔
事
省
か
適
用
を
欲
す
る
か
否
か
に
か
か
わ
り
な
く
通
用
さ
れ
 
 

る
こ
と
か
ら
、
一
般
に
強
行
法
と
解
さ
れ
て
い
る
り
 
渥
老
沢
・
前
掲
七
八
一
青
ハ
、
溜
池
良
夫
『
国
際
私
法
講
義
〔
第
二
版
〕
』
一
八
真
（
↓
九
九
九
年
）
、
 
 
 

澤
木
敬
郎
＝
道
如
内
正
人
 
『
国
際
私
法
入
門
 
〔
第
凹
版
〕
』
 
八
頁
 
（
一
九
九
∴
隼
）
り
 
 

な
お
、
遺
河
内
教
授
は
、
理
念
的
に
は
、
渉
外
的
法
律
関
係
だ
け
で
な
く
、
い
か
な
る
は
律
関
係
で
あ
れ
、
法
例
を
通
じ
て
常
に
準
拠
法
を
決
定
 
 
 

L
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
追
回
内
バ
人
『
ポ
イ
ン
ト
川
際
私
法
 
総
論
』
一
頁
以
卜
 
（
一
九
九
九
年
二
 
 

（
2
）
 
新
聞
や
放
送
機
関
等
の
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
名
誉
毀
損
に
関
L
て
は
、
国
際
私
法
上
も
被
宜
＝
者
の
保
護
が
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
 
 

よ
う
な
観
点
か
ら
は
、
被
セ
＝
者
に
よ
り
密
接
に
関
連
す
る
結
果
発
生
地
を
不
法
行
為
地
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
じ
 
L
た
が
っ
て
、
本
件
 
 

の
場
A
〓
に
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
原
告
の
名
誉
が
毀
損
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
、
b
、
結
果
発
里
地
法
と
L
て
‖
本
法
を
適
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
 
 
 

よ
う
。
な
お
、
遺
加
一
内
教
招
は
、
本
作
に
つ
い
て
、
「
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
社
会
的
評
価
を
失
っ
た
二
と
の
棋
害
賠
償
を
求
め
る
の
で
 
 
 

あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
社
会
的
評
価
 
（
名
誉
）
 
が
存
在
L
て
い
る
地
が
法
例
一
‥
条
の
原
因
事
実
発
生
地
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
マ
レ
ー
シ
 
 
 

ア
で
の
撞
害
に
つ
い
て
は
マ
レ
ー
シ
ア
法
、
シ
ン
ガ
ポ
ル
で
の
損
＃
に
つ
い
て
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
法
を
過
日
す
べ
き
で
あ
っ
た
」
と
さ
れ
る
。
迫
 
 

二
E
七
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二
川
八
 
 

垣
内
・
前
掲
 
『
ポ
イ
ン
ト
同
際
私
法
』
 
〓
頁
－
〓
青
ハ
召
 
ま
た
、
名
学
毀
損
の
準
拠
法
に
つ
い
て
詳
L
く
は
、
出
〓
耕
l
て
1
「
国
際
私
法
上
の
名
誉
 
 
 

毀
損
」
上
智
法
学
論
集
二
一
八
巻
三
＝
写
一
二
正
真
以
下
（
山
九
九
五
年
）
、
国
際
私
法
立
法
研
究
会
「
契
約
、
不
法
行
力
等
の
準
拠
法
に
関
す
る
法
律
試
 
 
 

案
 
（
二
）
」
民
商
法
雑
誌
り
 
二
元
三
車
内
九
〇
頁
四
九
三
兵
 
（
∵
九
九
五
年
）
 
な
ど
蕃
照
〝
 
 

（
3
）
 
道
垣
内
教
授
は
、
前
述
の
よ
う
に
す
べ
て
の
法
律
関
係
に
法
例
が
適
用
さ
れ
る
と
の
立
場
を
前
提
と
し
て
、
法
例
を
適
用
ト
て
＝
本
法
が
準
拠
扶
 
 
 

と
な
る
と
き
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
人
口
、
法
例
の
適
用
に
ご
及
す
る
必
要
は
な
い
と
さ
れ
る
り
 
遺
壇
内
・
前
鵜
『
ポ
イ
ン
ト
同
際
私
は
』
 
∵
∵
真
＝
ま
 
 

た
、
わ
が
国
の
学
説
上
、
一
般
に
、
い
ず
れ
の
回
の
法
を
適
用
L
て
も
結
果
が
異
な
ら
ず
、
し
か
も
法
の
選
択
に
大
き
な
㈹
難
が
什
う
場
＜
‖
に
は
、
 
 
 

裁
判
所
に
お
け
る
具
体
的
事
件
の
解
決
と
し
て
、
あ
、
竺
し
い
ず
れ
か
の
法
を
選
択
す
る
に
は
及
ば
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
、
り
、
‖
本
決
を
過
川
 
 

L
て
も
外
国
法
を
適
用
し
て
も
結
果
が
異
な
ら
な
い
場
人
‖
に
は
、
あ
え
て
準
拠
法
を
問
題
に
し
な
か
っ
た
と
考
え
る
余
地
も
あ
る
り
 
池
帰
李
雄
∴
山
 
 

際
私
法
 
（
総
論
）
』
 
二
二
九
貞
 
（
一
九
七
三
午
）
、
山
川
舘
二
 
『
国
際
私
法
』
 
 
二
百
へ
 
「
一
九
几
二
年
）
 
参
照
り
 
 

（
4
）
 
A
．
F
1
2
S
S
コ
m
r
F
a
k
亡
－
t
a
t
i
く
e
S
K
O
≡
s
i
O
n
S
r
e
〔
h
t
一
R
a
b
e
－
s
N
．
望
（
－
彗
○
）
S
一
u
焉
f
f
．
以
ド
で
は
、
F
－
e
s
s
n
e
r
－
F
a
k
亡
】
t
a
i
t
ノ
1
e
S
K
基
山
s
ぎ
コ
S
r
e
〔
h
t
 
 
 

と
L
て
引
用
す
る
。
く
g
一
・
K
．
N
w
2
i
g
2
r
t
㍍
u
r
A
r
ヨ
u
t
d
e
s
i
コ
t
e
r
n
a
t
i
O
コ
a
】
e
コ
P
r
i
く
a
t
r
e
C
h
t
s
a
コ
S
O
N
i
a
l
e
コ
W
e
r
t
e
コ
〉
R
a
b
e
－
s
N
．
当
（
－
害
悪
S
．
 
 
 

ぉ
∽
f
f
∴
F
・
S
t
r
亡
m
－
F
a
k
亡
－
t
a
t
i
く
e
S
 
K
O
≡
s
i
O
n
S
r
2
〔
h
－
‥
N
O
－
w
2
n
d
i
g
k
2
仙
－
亡
コ
d
 
G
r
2
コ
2
2
コ
一
F
2
S
－
s
〔
ト
r
i
f
t
 
f
箸
K
．
N
w
e
i
g
e
r
t
 
z
u
m
芦
 
 

G
e
b
u
r
t
s
t
a
g
こ
芸
こ
S
．
い
N
∽
f
f
．
 
 

（
5
）
 
た
と
え
ば
、
ノ
イ
ハ
ウ
ス
は
、
ブ
レ
ス
ナ
ー
の
理
論
を
「
国
際
私
法
の
ホ
＝
走
し
論
に
分
粕
ト
て
い
る
U
p
．
H
．
Z
e
u
h
a
u
s
J
Z
e
u
e
ノ
宕
駕
i
ヨ
e
u
r
（
）
p
巴
s
〔
h
e
コ
 
 
 

i
n
t
e
r
n
a
t
i
O
コ
a
一
e
n
P
r
i
く
a
｛
r
e
〔
h
t
㌍
R
a
b
e
－
s
N
L
山
い
（
－
讐
±
S
∵
こ
】
．
な
ぶ
、
こ
の
論
文
に
は
桑
川
∴
郎
教
授
の
翻
訳
が
あ
る
り
 
東
川
二
一
郎
訳
「
ヨ
ー
 
 

ロ
ッ
パ
国
際
私
法
上
新
た
な
遺
は
＃
在
す
る
か
」
法
学
新
報
八
一
巻
九
＝
T
∵
二
∴
缶
以
卜
（
一
九
七
四
年
）
り
 
ま
た
、
わ
か
何
て
は
、
後
述
す
る
丸
岡
 
 
 

教
授
の
見
解
を
初
め
と
し
て
、
反
対
説
が
大
勢
を
パ
め
て
い
る
。
溜
池
∴
別
掲
 
（
1
）
一
九
真
、
澤
木
＝
追
回
山
∵
∴
削
掲
 
▲
1
）
 
九
真
な
ど
参
照
 

（
6
）
 
た
と
え
ば
、
山
本
克
己
 
「
外
国
法
の
探
査
・
適
用
に
伴
う
民
車
†
紙
上
の
諸
問
題
－
 
（
西
）
 
ド
イ
ツ
法
の
素
描
－
法
†
論
叢
∴
二
一
C
巷
言
り
二
 
 
 

一
頁
 
（
一
九
九
一
年
）
。
 
 

（
7
）
 
近
時
、
任
意
的
抵
触
は
の
問
題
を
論
じ
る
文
献
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
D
．
K
O
e
r
コ
e
r
－
F
a
k
u
－
t
a
t
i
く
e
S
 
K
O
≡
s
i
O
コ
S
r
e
〔
h
二
コ
 
 
 

F
r
a
コ
k
r
e
i
c
h
u
コ
d
D
e
u
t
s
c
E
a
n
d
L
石
器
∴
D
．
R
e
i
c
h
e
r
T
F
a
〔
i
】
乙
e
s
－
F
a
k
亡
－
t
a
t
i
く
e
S
亡
n
d
N
ま
コ
g
e
n
d
e
s
K
O
≡
s
i
〇
n
S
r
e
〔
h
t
」
森
戸
‖
↓
h
．
P
ナ
 
 
 

D
e
 
B
O
e
r
〉
F
a
c
u
一
t
a
t
i
く
e
C
h
O
i
c
e
O
〓
a
w
‥
↓
h
e
p
r
O
〔
e
d
u
r
a
一
s
t
a
t
亡
S
O
f
〔
h
O
i
c
e
・
〇
f
⊥
a
w
r
u
－
e
s
a
コ
d
 
f
〇
r
e
i
g
コ
ー
a
w
u
R
e
〔
u
e
i
】
d
e
s
〔
O
u
r
S
t
．
 
 
 

N
∽
■
、
二
－
憲
望
p
p
一
N
N
い
缶
り
 
（
以
下
で
は
、
D
e
 
B
O
e
r
一
F
a
〔
u
】
t
a
t
i
く
e
〔
h
O
i
〔
e
 
O
〓
a
w
と
ト
て
引
川
す
る
〕
‥
B
．
F
a
u
ノ
1
a
r
q
亡
e
｛
O
S
S
O
コ
ー
⊂
b
r
e
 
 
 

d
i
s
p
O
n
i
b
日
日
t
和
d
e
s
d
r
O
i
t
e
t
c
O
n
f
≡
s
d
e
l
O
i
s
」
嚢
声
 
 

（
8
）
 
丸
岡
松
雄
「
フ
レ
ッ
ス
ナ
ー
の
任
意
的
抵
触
法
 
（
一
し
 
～
（
四
）
」
岡
山
大
学
法
学
会
雑
誌
二
∩
嘉
一
＝
ゾ
｛
‖
ハ
以
卜
、
二
＝
て
一
二
七
貞
以
下
、
二
号
 
 

二
八
七
百
へ
以
下
、
四
号
四
一
七
頁
以
下
（
‥
九
八
〇
午
～
‥
九
八
一
年
）
召
 
丸
岡
教
授
の
研
究
は
、
世
界
的
に
み
て
も
、
任
意
的
抵
触
法
の
理
論
を
R
取
 
 
 



785 任意的抵触法の理論について  

と
こ
ろ
で
、
先
に
掲
げ
た
わ
が
回
の
判
決
の
よ
う
な
事
例
に
関
し
て
、
諸
外
国
で
は
ど
の
よ
う
な
対
応
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
 
 

う
か
。
任
意
的
抵
触
法
の
理
論
の
検
討
に
入
る
前
に
、
ま
ず
そ
の
点
を
み
て
お
く
こ
と
に
し
た
頼
。
 
 
 

川
ま
ず
第
一
に
、
わ
が
閏
と
同
様
、
裁
判
所
が
抵
触
規
定
お
よ
び
外
国
法
を
職
権
で
適
用
す
べ
き
と
し
て
い
る
諸
国
が
あ
る
。
ド
イ
 
 

ツ
は
、
明
文
の
規
定
は
存
在
し
な
い
も
の
の
、
通
説
・
判
例
が
こ
の
立
場
を
採
川
し
て
い
か
U
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
際
私
法
三
奉
 
 

四
条
、
ス
イ
ス
国
際
私
法
一
六
条
一
項
、
イ
タ
リ
ア
国
際
私
法
一
円
条
一
項
、
ス
ペ
イ
ン
民
正
二
二
条
六
項
（
た
だ
し
、
外
国
法
の
証
 
 

明
は
当
事
者
に
よ
る
）
、
ト
ル
コ
国
際
私
法
二
条
は
、
抵
触
規
定
あ
る
い
は
外
国
法
は
職
権
で
適
用
さ
れ
る
と
規
定
し
て
い
か
。
 
 
 

倒
こ
れ
に
対
し
て
、
コ
モ
、
ノ
・
ロ
ウ
諸
国
で
は
、
伝
統
的
に
、
外
国
法
は
事
実
と
み
な
さ
れ
、
当
事
者
が
主
張
・
立
証
す
べ
き
も
の
 
 

と
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
最
も
権
威
あ
る
教
科
書
の
一
つ
と
さ
れ
る
ダ
イ
ン
ー
・
モ
リ
ス
の
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
 
 

ク
に
よ
れ
ば
、
「
規
則
一
八
川
外
国
法
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
場
合
に
は
、
外
国
法
は
、
裁
判
官
の
満
足
の
た
め
に
、
専
門
家
に
よ
る
証
拠
 
 

ま
た
は
事
情
に
よ
っ
て
は
特
定
の
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
事
実
と
し
て
主
張
さ
れ
、
か
つ
証
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
榔
外
国
 
 

法
が
十
分
に
証
明
さ
れ
な
い
と
き
は
、
裁
判
所
は
当
該
事
件
に
イ
ギ
リ
ス
法
を
通
用
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
述
し
 
 

た
わ
が
国
の
事
例
の
よ
う
な
場
合
、
結
局
、
当
事
者
が
外
国
法
の
内
容
を
主
張
・
立
証
し
な
け
れ
ば
、
た
と
え
そ
れ
が
渉
外
性
を
帯
び
 
 

た
事
件
で
あ
っ
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
裁
判
所
は
法
廷
地
法
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
法
に
よ
っ
て
裁
判
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
外
 
 

国
法
の
内
容
に
つ
き
当
事
者
の
主
張
・
立
証
が
要
求
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
抵
触
規
定
の
適
用
自
体
は
裁
判
所
が
職
権
で
行
う
と
し
 
 

二
四
九
 
 
 

も
包
括
的
に
検
討
し
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
は
そ
の
多
く
を
教
授
の
研
究
に
払
っ
て
い
る
 

二
 
抵
触
規
定
・
外
国
法
の
適
用
に
関
す
る
諸
国
の
状
況
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沌  

二
五
〇
 
 
 

て
も
、
な
お
外
国
法
の
適
用
は
当
事
者
の
意
思
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
裁
判
所
が
職
権
で
抵
触
規
定
を
適
用
し
、
 
 

外
国
法
が
準
拠
法
と
な
る
と
判
断
し
た
場
合
で
も
、
当
事
者
が
外
国
法
の
内
容
を
立
証
し
な
い
場
合
に
は
、
結
局
、
裁
判
所
は
、
そ
の
 
 

外
国
法
を
通
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
法
廷
地
法
に
よ
っ
て
裁
判
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
コ
モ
ン
・
 
 

ロ
ウ
諸
国
の
外
国
法
適
用
の
過
程
は
、
後
述
す
る
任
意
的
法
選
択
の
理
論
に
近
似
し
た
側
面
を
も
っ
て
い
か
。
 
 
 

㈱
裁
判
所
に
よ
る
職
権
適
用
の
立
場
と
コ
モ
ン
■
ロ
ウ
的
な
立
場
と
の
中
間
に
あ
る
と
さ
れ
る
の
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
判
例
の
立
場
で
 
 

〓
．
 
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
一
九
五
九
年
に
破
毀
院
が
い
わ
ゆ
る
ビ
ス
パ
ル
判
決
ニ
ー
a
r
r
賢
B
i
s
b
a
－
）
 
を
下
し
て
以
来
、
事
実
蕃
裁
判
所
 
 

は
、
当
事
者
の
態
度
に
か
か
わ
り
な
く
、
外
国
法
を
適
用
す
る
権
限
は
あ
る
が
義
務
は
な
い
と
さ
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
裁
判
所
は
、
 
 

当
事
者
が
外
国
法
の
適
用
を
主
張
し
な
い
場
合
に
は
、
職
権
で
抵
触
規
定
を
適
用
す
る
義
務
は
負
わ
な
い
が
、
他
方
で
、
当
事
者
が
外
 
 

国
法
の
適
用
を
主
張
し
て
い
な
い
場
合
で
も
、
職
権
で
抵
触
問
題
を
収
り
上
げ
、
外
国
法
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
き
た
 
 

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
判
例
の
立
場
に
対
し
て
は
、
学
説
の
強
い
批
判
も
あ
り
、
．
一
九
八
八
年
の
破
毀
院
判
決
（
一
九
八
 
 

八
年
一
〇
月
一
一
日
第
一
民
事
部
判
決
〔
ル
ブ
一
利
決
（
－
）
a
r
r
警
R
e
b
O
u
h
〓
、
一
九
八
八
年
一
〇
H
一
八
‖
笠
二
民
事
部
判
決
〔
シ
ュ
 
 
 

－
ル
判
決
 
（
－
〉
a
r
r
警
S
c
h
u
－
e
〓
）
 
に
お
い
て
判
例
が
変
更
さ
れ
、
裁
判
所
は
職
権
で
抵
触
規
定
を
適
用
す
べ
き
義
務
が
あ
る
と
さ
れ
る
 
 

こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
一
般
的
に
抵
触
規
定
の
職
権
適
用
義
務
を
認
め
る
判
例
の
立
場
は
、
そ
の
後
、
一
九
九
〇
年
 
 

と
一
九
九
一
年
に
下
さ
れ
た
二
つ
の
破
毀
院
判
決
 
（
一
九
九
〇
年
一
二
月
四
日
第
一
民
事
部
判
決
 
〔
コ
ヴ
ュ
コ
判
決
ニ
〉
a
r
r
賢
S
O
C
．
 
 

（
け
 

1
H
 
 

C
O
完
C
O
）
〕
、
一
九
九
一
年
一
二
月
一
〇
日
第
一
民
事
部
判
決
 
〔
サ
ル
キ
ス
判
決
 
（
－
が
r
r
m
t
S
a
r
k
i
s
〓
）
 
に
よ
っ
て
揺
り
戻
し
を
受
け
 
 

る
に
至
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
右
の
判
決
に
よ
っ
て
、
事
実
審
裁
判
所
は
、
次
の
二
つ
の
場
合
を
除
い
て
、
職
権
で
抵
触
規
定
を
適
 
 

用
す
る
義
務
は
な
い
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
つ
は
、
争
わ
れ
て
い
る
法
律
関
係
が
フ
ラ
ン
ス
が
締
約
国
と
な
っ
て
い
る
 
 

抵
触
法
条
約
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
場
合
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
当
事
者
に
自
己
の
権
利
に
つ
い
て
白
山
な
処
分
が
許
さ
れ
て
い
な
 
 

、
柑
 
 

い
分
野
の
法
律
関
係
が
争
点
と
な
っ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
外
事
由
の
う
ち
、
と
〈
に
権
利
の
自
由
処
分
件
 
（
－
i
b
r
e
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d
i
s
p
O
コ
i
b
i
】
i
t
佃
d
e
s
d
r
O
i
t
s
）
と
い
う
要
件
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
任
意
的
抵
触
法
の
問
題
を
考
え
る
上
で
も
、
一
つ
の
重
要
な
ポ
イ
 
 

ン
ト
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 
 

な
お
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
外
国
法
の
内
容
の
証
明
は
当
事
者
が
負
担
す
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、
最
近
の
判
例
 
（
一
九
九
三
年
一
一
月
 
 

訓
 
 

一
六
日
破
毀
院
商
事
部
判
決
）
 
に
よ
っ
て
、
当
事
者
に
権
利
の
自
由
な
処
分
を
許
す
領
域
に
そ
れ
は
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
∪
 
 
 

㈱
さ
ら
に
、
抵
触
規
定
お
よ
び
外
国
法
を
裁
判
所
が
職
権
で
適
用
す
べ
き
と
し
て
い
る
国
に
お
い
て
も
、
外
国
法
の
適
用
に
つ
い
て
 
 

当
事
者
に
一
定
の
積
極
的
役
割
を
認
め
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
 
 
 

た
と
え
ば
、
ス
イ
ス
国
際
私
法
一
六
条
は
、
外
国
法
の
内
容
の
証
明
は
裁
判
所
の
職
権
に
よ
る
旨
を
規
定
し
て
い
る
が
、
同
条
一
項
 
 

第
三
文
で
、
財
産
法
上
の
請
求
に
関
し
て
は
当
事
者
に
証
明
の
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
当
事
者
が
 
 

外
国
法
の
内
容
を
証
明
で
き
な
い
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
ス
イ
ス
法
を
適
用
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
、
外
国
法
の
調
査
 
 

に
つ
い
て
の
裁
判
所
の
負
担
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
外
国
法
の
証
明
に
つ
き
当
事
者
に
対
し
て
強
度
の
協
力
義
務
を
課
し
た
も
の
と
み
 
 

へ
2
2
 
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

一
方
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
際
私
法
は
、
当
事
者
が
共
同
し
て
準
拠
外
国
法
の
不
適
用
を
申
し
立
て
た
場
合
に
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
法
－
も
 
 

し
〈
は
、
選
択
の
自
由
が
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
選
択
さ
れ
た
法
－
が
適
用
さ
れ
る
と
し
て
 
（
九
条
）
、
抵
触
規
定
に
よ
っ
て
 
 

指
定
さ
れ
る
準
拠
法
に
つ
い
て
そ
の
不
適
用
を
合
意
す
る
こ
と
を
当
事
者
に
認
め
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
規
定
の
適
用
さ
れ
る
範
囲
 
 

は
、
財
産
法
の
よ
う
に
実
質
法
上
当
事
者
に
処
分
の
自
由
が
認
め
ら
れ
て
い
る
領
域
に
限
ら
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
当
事
者
が
 
 

抵
触
規
定
の
定
め
る
準
拠
法
を
排
除
で
き
る
と
い
う
意
味
で
、
こ
の
規
定
は
、
抵
触
規
定
の
任
意
法
規
性
を
一
般
的
に
認
め
た
も
の
と
 
 

3
 
 

2
ノ
 
 

考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

ま
た
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
離
婚
に
関
す
る
抵
触
規
定
に
お
い
て
、
離
婚
準
拠
法
に
つ
き
、
当
事
者
が
法
廷
地
法
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
法
 
 

を
選
択
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
当
事
者
が
裁
判
所
に
出
廷
し
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、
当
事
者
の
一
方
に
よ
る
選
 
 

21  

二
五
一
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．
 
 
 

択
も
許
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
離
婚
を
で
き
る
だ
け
容
易
に
認
め
よ
う
と
す
る
独
特
の
政
策
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
 
 

当
事
者
の
一
方
の
申
立
に
よ
っ
て
法
廷
地
法
の
適
用
が
導
か
れ
る
と
い
う
点
に
特
色
が
あ
る
と
い
え
よ
十
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
抵
触
規
定
お
よ
び
外
国
法
の
適
用
に
関
す
る
諸
国
の
国
際
私
法
の
立
場
に
は
様
々
な
タ
イ
プ
が
あ
り
、
渉
外
事
件
に
 
 

関
し
て
裁
判
所
が
職
権
で
抵
触
規
定
を
適
用
す
る
義
務
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
比
較
国
際
私
法
的
に
み
れ
ば
、
必
ず
し
も
R
明
と
は
 
 

い
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
大
多
数
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
諸
国
で
は
、
抵
触
規
定
お
よ
び
外
国
法
の
職
権
に
よ
る
適
用
 
 

が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
前
述
し
た
わ
が
国
の
事
例
の
よ
う
に
当
事
者
が
外
国
法
の
適
用
を
主
張
し
な
い
場
合
に
も
、
裁
判
所
は
職
権
で
 
 

抵
触
規
定
を
適
用
し
、
準
拠
法
と
し
て
外
国
法
が
指
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
や
は
り
職
権
で
外
国
法
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
 
 

さ
れ
て
い
る
。
い
う
な
ら
ば
、
抵
触
規
定
の
適
用
を
決
定
す
る
段
階
で
は
、
当
事
者
の
意
向
は
問
題
と
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
 
 

で
、
こ
の
よ
う
な
絶
対
的
・
強
行
的
な
抵
触
規
定
の
適
用
に
疑
問
を
投
げ
か
け
、
「
質
の
高
い
裁
判
」
 
に
関
す
る
当
事
者
の
利
益
と
い
う
 
 

観
点
か
ら
、
フ
レ
ス
ナ
ー
が
提
唱
し
た
の
が
任
意
的
抵
触
法
の
理
論
で
あ
る
。
 
 
 

そ
こ
で
次
に
、
フ
レ
ス
ナ
ー
の
任
意
的
抵
触
法
の
理
論
と
そ
れ
に
対
し
て
主
張
さ
れ
た
反
対
論
を
概
観
し
た
上
で
、
さ
ら
に
、
‖
取
近
、
 
 

ハ
ー
グ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
コ
ー
ス
に
お
い
て
、
「
任
意
的
法
選
択
の
理
論
」
を
詳
細
に
展
開
し
た
ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
 
（
↓
h
．
 
 

P
、
1
．
D
e
 
B
O
e
r
）
 
の
見
解
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
 
 

（
9
）
 
以
†
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
の
研
究
を
参
考
に
し
た
。
D
e
厨
O
e
r
一
F
a
c
u
－
t
a
t
i
完
〔
h
O
i
c
e
已
－
a
w
も
p
．
N
∽
†
N
、
芦
 
 

（
1
0
）
 
ド
イ
ツ
に
お
け
る
通
説
■
判
例
は
、
裁
判
所
は
職
権
で
準
拠
は
を
決
定
し
、
外
国
法
の
内
存
を
確
定
す
べ
き
義
務
を
負
っ
て
い
る
と
解
L
て
い
る
り
 
 
 

く
g
－
一
K
O
e
r
n
e
r
一
a
．
a
．
〇
．
（
A
コ
m
．
ご
S
．
烏
f
f
∴
R
e
i
c
h
e
r
t
・
F
a
c
i
－
i
d
e
s
一
a
．
a
．
〇
．
（
A
コ
コ
］
∴
一
S
J
f
f
．
い
S
O
e
r
g
e
T
K
e
g
e
】
」
コ
＝
K
O
m
∃
e
コ
t
a
r
N
u
m
 
 
 

B
G
B
】
B
d
J
O
L
N
．
A
u
f
－
．
こ
憲
空
R
N
」
票
」
ご
く
O
r
A
r
t
．
u
E
G
B
G
B
…
S
O
コ
コ
e
コ
b
e
r
g
e
r
」
コ
‥
M
仁
コ
C
h
e
コ
e
こ
（
○
ヨ
ヨ
e
コ
t
a
r
N
u
ヨ
B
G
B
一
B
d
．
 
 
 

買
ぃ
．
A
u
f
一
．
こ
芸
望
R
N
．
獣
心
f
叫
二
誓
コ
f
f
．
E
i
コ
ー
．
E
G
B
G
B
．
ま
た
、
外
国
法
の
探
査
に
関
し
て
は
、
山
本
・
前
掲
 
（
6
）
 
四
貞
以
下
参
照
。
 
 

（
1
1
）
 
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
際
私
法
三
条
「
外
国
法
が
準
拠
法
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、
外
因
法
は
職
権
に
よ
り
、
そ
の
本
国
に
お
け
る
と
同
様
に
適
用
さ
れ
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る
も
の
と
す
る
」
、
四
条
‥
項
「
外
国
法
は
、
職
権
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
る
。
（
略
）
」
、
ス
イ
ス
同
際
私
法
二
ハ
条
ノ
項
「
適
川
さ
れ
る
べ
き
外
国
法
 
 
 

の
内
芥
は
、
職
権
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
る
二
略
）
」
、
イ
タ
り
7
同
際
私
法
一
円
条
‥
現
「
外
国
法
の
確
ハ
疋
は
、
裁
判
宮
が
職
権
に
よ
り
行
う
二
略
）
」
、
 
 

ス
ペ
イ
、
／
民
法
一
二
条
六
府
「
裁
判
所
及
び
官
庁
は
、
ス
ペ
イ
、
ノ
法
の
抵
触
規
定
を
職
権
に
よ
り
適
用
す
る
り
 
（
略
こ
、
ト
ル
コ
国
際
私
法
一
一
条
「
裁
 
 
 

判
官
は
、
職
権
に
よ
り
、
ト
ル
コ
抵
触
法
規
定
お
よ
ぴ
H
規
定
に
よ
り
準
拠
法
と
さ
れ
た
外
回
法
を
適
用
す
る
＝
（
略
）
」
 
 

（
誓
 
D
i
c
e
y
紆
M
O
r
r
i
s
一
↓
h
e
C
C
n
f
〓
c
t
O
f
L
a
w
s
一
－
ご
h
e
d
．
（
N
星
○
）
p
．
N
N
】
．
も
っ
と
も
、
外
国
法
は
単
な
る
事
実
と
ま
っ
た
〈
同
様
に
取
り
扱
わ
 
 

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
一
部
の
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
諸
国
の
法
に
つ
い
て
は
、
制
定
法
（
B
r
i
t
i
s
h
r
a
w
A
s
c
e
r
t
a
i
n
m
e
コ
t
A
c
こ
警
更
 
 

に
よ
り
裁
判
所
の
職
権
碓
知
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
外
国
法
の
正
明
に
つ
い
て
も
椎
々
の
例
外
が
認
め
ら
れ
て
ム
リ
、
そ
の
意
味
で
、
外
国
 
 
 

法
は
事
実
問
題
で
は
あ
る
が
、
「
特
殊
な
事
実
問
題
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
D
i
c
e
y
紆
M
O
r
r
i
s
も
p
一
C
i
t
．
p
p
．
N
N
T
N
N
ご
C
h
e
s
h
i
r
e
a
n
d
N
C
r
声
 
 
 

P
r
i
く
a
t
e
l
コ
t
e
r
n
a
t
i
O
コ
a
－
L
a
w
一
－
〕
t
h
e
d
⊥
－
遠
望
p
p
．
遥
⊥
宍
二
R
．
F
e
n
t
i
m
a
コ
一
F
O
r
e
i
g
コ
「
a
W
i
コ
E
n
g
ニ
各
C
O
u
r
t
S
（
－
悪
童
p
p
．
u
・
P
 
 

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
伝
統
的
に
外
国
法
は
事
実
問
題
と
み
な
さ
れ
て
き
た
が
、
制
定
法
 
（
U
n
i
f
O
r
m
J
u
d
i
c
i
a
】
N
O
ュ
C
e
O
f
F
雪
e
i
g
n
L
a
w
 
 
 

A
c
t
こ
器
空
 
〔
現
在
、
二
川
州
が
採
用
〕
、
u
n
i
f
O
r
ヨ
l
n
t
e
r
s
t
a
t
e
a
コ
d
I
n
t
e
r
コ
a
t
i
O
コ
a
】
P
r
O
C
e
d
u
r
e
A
c
t
こ
宗
N
）
〔
現
在
、
六
州
が
採
用
〕
、
連
邦
 
 
 

軍
草
訴
訟
規
則
出
門
二
条
）
に
よ
っ
て
裁
判
所
の
職
権
碓
知
（
j
u
d
i
c
i
a
〓
岩
こ
c
e
）
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
∪
 
も
っ
と
も
、
現
在
で
も
、
 
 
 

他
州
法
と
外
国
法
と
は
区
別
さ
れ
、
多
く
の
州
か
、
他
州
法
に
つ
い
て
は
職
権
確
知
を
認
め
る
が
、
外
国
法
に
ま
で
は
そ
れ
を
拡
大
し
て
い
な
い
n
 
 
 

R
．
A
．
「
e
f
】
a
r
，
L
．
「
M
c
D
O
u
g
a
〓
l
l
〉
R
．
L
．
F
e
－
i
ヂ
A
ヨ
e
r
i
c
a
n
C
ロ
コ
f
－
i
c
t
s
r
a
w
一
心
（
h
e
d
．
こ
器
空
p
p
．
u
試
・
裟
－
‥
E
．
F
一
S
c
0
1
e
s
－
P
．
H
a
）
∴
 
 

C
O
n
f
－
i
c
t
O
f
L
a
w
s
㍍
n
d
e
d
⊥
－
諾
N
）
p
p
．
血
－
竿
畠
ヂ
S
．
C
．
S
y
ヨ
e
O
n
i
d
e
s
疇
W
．
C
．
P
e
r
d
u
e
－
A
一
T
．
＜
○
コ
リ
宕
h
r
e
n
一
〔
○
コ
f
】
i
c
t
〇
f
r
a
w
s
こ
諾
望
 
 

p
p
」
ヨ
⊥
芸
．
 
 

（
1
3
）
 
ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
は
、
法
選
択
の
問
題
は
職
権
で
処
理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
外
国
法
が
り
串
署
に
よ
っ
て
主
張
∴
サ
証
さ
れ
な
け
 
 

れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
当
事
苦
は
な
お
準
拠
法
の
問
題
を
支
配
L
て
い
る
と
し
て
、
コ
モ
ン
・
ロ
ウ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
任
意
的
法
選
択
の
一
形
 
 
 

態
と
と
ら
、
え
て
い
る
。
D
e
 
B
O
e
r
，
F
a
c
u
l
t
a
t
i
完
C
h
O
i
〔
e
 
O
〓
a
w
▼
p
p
一
N
票
・
N
ヨ
一
 
 

（
1
4
）
 
D
e
B
O
e
r
〉
F
a
c
u
－
t
a
t
i
完
C
h
已
c
e
O
〓
a
w
ら
．
N
票
．
な
お
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
外
国
法
の
適
用
に
関
L
て
は
、
早
川
眞
一
郎
教
授
の
詳
細
な
研
 
 
 

究
が
あ
る
。
早
川
眞
一
郎
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
外
国
法
の
通
川
－
フ
ラ
ン
ス
国
際
私
法
の
現
在
・
そ
の
1
（
二
 
～
（
円
）
」
名
古
屋
大
†
法
枚
 
 
 

論
鹿
二
五
九
号
一
貞
以
†
、
二
ハ
○
号
八
一
三
貝
以
下
、
∵
ハ
∵
サ
三
」
ハ
五
頁
以
下
、
一
人
一
宣
り
丁
井
三
頁
以
下
 
（
‥
九
九
★
年
～
一
九
九
六
中
二
 
 

（
1
5
）
 
〔
a
s
s
．
C
i
く
」
】
．
e
J
N
ヨ
a
i
－
滑
車
R
e
く
．
C
r
i
t
」
岩
戸
詔
－
コ
O
t
e
 
B
a
t
i
f
f
阜
C
－
u
コ
e
t
－
岩
戸
讐
（
）
－
コ
O
t
e
 
S
i
a
－
e
≡
－
D
a
〓
O
N
－
慧
岩
．
平
岩
一
n
O
t
e
 
 

M
a
－
a
u
r
i
e
」
．
C
．
P
」
芸
O
J
l
l
〓
↓
〕
山
一
コ
O
t
e
M
O
t
u
】
s
k
y
．
 
 

（
1
6
）
 
C
a
s
s
．
C
i
く
」
r
。
」
－
O
C
t
O
b
r
e
－
芸
∞
一
C
a
s
㌍
C
i
く
」
r
。
」
∞
O
C
t
O
b
r
e
－
器
0
0
－
R
e
く
．
C
r
i
t
．
亡
麗
道
∴
鷲
芯
－
C
l
u
コ
e
t
－
慧
這
∴
慧
這
 
n
O
t
e
A
一
e
パ
a
n
d
r
e
．
 
 

（
1
7
）
 
C
a
s
s
．
C
i
く
」
r
。
こ
d
丹
e
ヨ
b
r
e
】
浩
卓
R
e
＜
．
C
r
i
t
」
篭
－
．
ひ
諾
一
n
ぇ
e
N
i
b
0
1
′
反
土
O
e
g
y
〉
C
－
u
n
e
t
－
蓬
】
．
当
N
－
コ
O
t
e
B
u
r
e
a
u
一
 
 

二
五
三
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（
2
2
）
 
 

二
五
四
 
 

C
a
s
s
．
C
i
v
J
r
。
∵
岩
d
賢
e
ヨ
b
r
e
－
諾
－
元
e
＜
．
C
r
i
t
」
謡
N
．
〕
－
三
N
。
e
s
p
打
e
）
一
コ
O
t
e
M
亡
i
【
・
・
W
a
t
t
．
 
 
 

早
川
・
前
掲
 
（
1
4
）
一
五
九
号
三
三
頁
。
D
e
B
O
e
r
㍉
a
2
－
t
a
t
i
v
e
c
h
O
i
c
e
O
〓
a
w
も
p
．
N
芝
・
N
許
“
P
．
M
a
y
e
r
一
D
r
O
i
二
三
e
r
n
a
t
i
O
コ
a
言
r
i
く
小
 
 

雪
監
．
（
－
志
望
p
」
⇒
二
Y
．
「
O
u
S
S
O
亡
a
r
n
e
t
P
．
B
O
u
r
e
｝
－
D
r
O
i
t
i
コ
【
e
r
n
a
t
i
O
コ
a
】
p
r
i
恩
讐
監
⊥
－
麗
豆
p
．
N
0
0
N
．
も
っ
と
も
、
学
説
は
、
こ
の
よ
 
 

う
な
抵
触
法
の
職
権
適
用
義
務
の
制
限
に
総
じ
て
反
対
の
よ
う
で
あ
る
。
早
川
・
前
掲
 
（
1
4
）
一
五
九
号
ム
∴
璧
H
．
B
a
t
i
f
f
O
－
e
t
P
↑
a
g
a
r
d
e
〉
 
 

D
r
O
i
t
ぎ
t
e
r
n
a
t
i
O
n
a
】
p
r
i
急
▼
0
0
e
監
．
t
O
ヨ
e
－
こ
遠
望
p
p
．
ひ
巴
・
ひ
当
．
 
 
 

C
a
s
s
．
C
O
m
．
∵
宗
n
O
完
ヨ
b
r
e
－
岩
山
－
R
e
v
．
c
r
F
－
票
道
∴
豊
中
n
O
t
e
 
r
a
g
a
r
d
e
－
C
】
u
コ
e
t
－
岩
山
．
冨
－
コ
O
t
e
D
昌
n
i
e
r
．
 
 
 

ス
イ
ス
国
際
私
法
一
六
条
「
1
通
用
さ
れ
る
べ
き
外
国
法
の
内
容
は
、
職
権
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
る
。
右
の
‖
的
の
た
め
に
、
」
車
名
の
協
力
を
 
 

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
財
産
法
仁
の
請
求
に
関
し
て
は
、
当
事
者
に
証
明
を
義
務
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
2
適
用
さ
れ
る
べ
き
外
国
法
の
内
容
 
 

が
確
定
さ
れ
な
い
と
き
は
、
ス
イ
ス
法
が
適
用
さ
れ
る
〔
」
く
g
】
．
A
．
H
e
i
n
山
e
t
a
】
こ
l
P
R
G
K
O
m
m
e
コ
t
a
r
（
－
慧
豆
S
」
裟
f
f
∴
K
e
〓
e
r
＼
G
i
r
s
b
e
r
g
e
ユ
．
 
 

一
人
条
一
項
第
三
文
は
、
や
案
段
階
で
は
存
在
せ
ず
、
国
会
に
お
け
る
審
議
の
過
程
で
新
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
い
 
そ
こ
で
は
、
裁
判
官
の
外
国
 
 

法
を
職
権
で
適
蛸
す
る
義
務
を
非
財
産
法
上
の
請
求
に
限
定
す
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
l
P
R
G
K
O
∃
∃
e
コ
t
a
r
一
S
」
巴
．
も
っ
と
も
 
 

裁
判
官
は
、
当
事
者
に
証
明
を
義
務
づ
け
る
権
限
は
あ
る
が
、
そ
う
L
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
が
あ
る
わ
け
で
は
な
〈
、
ま
た
、
方
の
当
事
者
 
 

を
と
〈
に
保
護
す
る
必
要
怖
が
あ
る
場
A
‖
や
、
外
国
法
の
確
定
に
コ
ス
ト
が
か
か
ら
な
い
場
合
、
あ
る
い
は
す
で
に
そ
れ
を
裁
判
官
か
知
っ
て
い
る
 
 

場
A
‖
に
は
、
裁
判
甘
の
外
聞
法
調
査
義
廊
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
比
解
が
有
力
で
あ
る
。
l
P
R
G
K
O
ヨ
コ
完
コ
t
a
r
．
S
」
誌
．
 
 
 

D
e
 
B
O
e
r
一
F
a
〔
u
－
t
a
t
i
く
e
〔
h
O
i
c
e
O
〓
a
w
一
p
．
N
票
．
 
 

一
九
八
一
牛
三
月
二
五
日
の
 
「
婚
姻
の
解
消
及
び
別
居
に
つ
い
て
の
抵
触
規
則
お
よ
び
そ
れ
ら
の
承
認
に
関
す
る
法
律
」
一
条
は
、
婚
姻
解
消
お
 
 

よ
び
別
居
の
準
拠
法
を
、
当
事
者
の
共
通
木
国
法
、
共
通
常
居
所
地
洗
お
よ
び
法
廷
地
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
は
の
順
に
段
階
的
に
決
定
す
る
の
を
原
則
 
 

と
し
た
上
で
、
第
四
墳
に
お
い
て
、
「
前
三
相
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
叫
事
者
か
共
に
オ
ラ
ン
ダ
法
を
選
択
し
た
と
き
、
ま
た
は
当
事
者
の
…
方
が
 
 

し
た
オ
ラ
ン
ダ
法
の
選
択
に
異
議
が
唱
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、
オ
ラ
ン
ダ
法
が
適
用
さ
れ
る
」
と
規
定
L
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
、
一
条
二
項
 
 

（
共
通
本
国
法
の
選
択
を
認
め
る
）
 
と
と
も
に
、
離
婚
率
拠
法
に
つ
き
当
事
者
自
治
を
認
め
た
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、
相
手
方
が
異
議
を
岨
え
 
 

な
け
れ
ば
一
方
当
事
者
の
選
択
だ
け
で
準
拠
法
が
決
定
さ
れ
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
D
e
B
O
e
r
ち
a
c
u
－
t
a
t
i
扁
C
h
〇
i
c
e
〇
二
a
w
も
p
．
宗
「
N
霊
…
R
．
 
 

く
a
コ
R
0
0
i
j
－
M
一
く
．
P
O
】
a
k
－
P
r
i
く
a
t
e
 
l
コ
t
e
r
n
a
t
i
O
コ
a
】
「
a
w
i
コ
t
h
e
 
N
e
t
h
e
ユ
a
n
d
s
こ
諾
ご
p
p
．
N
】
？
ピ
ソ
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川
 
フ
レ
ス
ナ
ー
の
見
解
 
 

一
九
七
〇
年
に
公
表
さ
れ
た
フ
レ
ス
ナ
ー
の
 
「
任
意
的
抵
触
法
」
 
の
理
論
に
つ
い
て
は
、
丸
岡
教
授
が
き
わ
め
て
的
確
に
そ
の
内
谷
 
 

を
要
約
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
、
丸
岡
教
授
の
要
約
に
よ
っ
て
、
フ
レ
ス
ナ
ー
の
見
解
を
概
観
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
 
 
 

「
フ
レ
ッ
ス
ナ
ー
は
、
こ
の
論
文
で
あ
ら
ま
し
つ
ぎ
の
ご
と
く
主
張
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
の
国
際
私
法
理
論
の
も
と
 
 

で
は
、
渉
外
的
事
案
の
裁
判
に
お
い
て
、
当
該
の
抵
触
規
範
に
よ
り
外
国
法
が
指
定
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
裁
判
所
は
当
然
に
こ
の
外
 
 

国
法
を
基
準
と
し
て
判
決
を
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
さ
い
に
は
、
当
事
者
が
実
際
に
こ
の
外
国
法
の
適
用
を
要
望
し
て
い
 
 

た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
考
慮
の
そ
と
に
お
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
観
念
は
、
当
事
者
に
た
い
 
 

し
け
っ
し
て
最
良
の
解
決
を
あ
た
え
る
も
の
で
は
な
い
っ
一
般
に
、
裁
判
官
お
よ
び
弁
護
士
は
、
こ
と
外
国
法
に
関
し
て
は
内
国
法
に
 
 

関
す
る
が
ご
と
〈
に
は
精
通
し
て
い
な
い
が
ゆ
え
に
、
外
国
法
が
抵
触
事
案
の
裁
決
の
た
め
に
判
決
規
則
を
提
供
す
べ
き
と
き
は
、
そ
 
 

の
裁
判
の
質
は
、
内
国
法
が
適
用
さ
れ
る
国
内
事
案
の
そ
れ
よ
り
も
お
の
ず
と
拙
劣
な
も
の
と
な
ら
ぎ
る
を
え
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
 
 

わ
け
て
も
、
当
事
者
が
質
的
に
佃
値
の
高
い
裁
判
に
有
す
る
利
益
が
大
き
く
侵
害
さ
れ
ぎ
る
を
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
 
 

外
国
法
の
適
用
は
当
事
者
が
こ
れ
を
申
し
立
て
て
い
た
と
き
に
は
じ
め
て
み
と
め
ら
る
べ
〈
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
抵
触
規
範
そ
の
 
 

「
器
 
 

も
の
も
ま
た
、
も
は
や
強
行
的
で
は
な
い
む
し
ろ
任
意
的
な
性
質
の
法
と
し
て
把
握
し
な
お
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
」
と
。
 
 
 

こ
の
要
約
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
フ
レ
ス
ナ
ー
の
出
発
点
は
、
現
在
の
裁
判
官
お
よ
び
裁
判
所
を
め
ぐ
る
諸
状
況
の
下
で
は
、
 
 

外
国
法
を
適
用
し
た
場
合
の
裁
判
は
自
国
法
を
通
用
す
る
場
合
に
比
べ
て
質
の
劣
る
も
の
と
な
ら
ぎ
る
を
え
な
い
と
す
る
現
実
主
義
的
 
 

2
6
 

な
認
識
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
フ
レ
ス
ナ
ー
の
見
解
の
特
色
は
、
そ
の
よ
う
な
外
国
法
の
適
用
に
伴
う
諸
因
難
を
、
 
 

二
五
五
 
 
 

三
 
任
意
的
抵
触
法
の
理
論
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銅  

、ソ  

二
五
⊥
ハ
 
 
 

裁
判
所
の
負
担
や
訴
訟
経
漬
と
い
っ
た
観
点
か
ら
で
は
な
く
、
む
し
ろ
裁
判
官
‖
ら
が
熟
知
し
て
い
る
自
国
法
を
適
用
し
て
行
わ
れ
る
 
 

「
よ
り
質
の
高
い
裁
判
 
（
q
u
a
－
i
t
a
t
i
く
h
O
C
h
w
e
r
t
i
g
e
J
u
s
t
i
N
）
」
を
期
待
す
る
叫
事
者
の
利
益
と
い
う
視
点
か
l
h
問
題
に
し
た
点
に
あ
 
 

る
と
い
え
よ
う
。
フ
レ
ス
ナ
ー
は
、
次
の
よ
う
に
結
論
付
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
単
に
任
意
的
に
の
み
指
定
規
宗
を
援
用
す
る
こ
と
 
 

だ
け
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
関
係
者
の
比
地
か
ら
は
最
善
の
解
決
で
あ
ろ
う
り
 
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
の
場
合
、
信
栢
で
き
る
裁
判
に
対
し
 
 

て
有
す
る
彼
ら
の
利
益
を
、
ほ
ん
ら
い
基
準
と
な
る
法
秩
序
の
適
用
を
支
持
す
る
他
の
観
山
と
比
較
考
燈
す
る
の
は
彼
ら
自
身
だ
か
ら
 
 

で
あ
る
」
、
と
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
「
質
の
高
い
裁
判
」
 
に
関
す
る
当
事
者
の
利
益
と
い
う
視
点
か
ら
抵
触
法
の
任
意
的
性
質
を
導
き
出
L
て
 
 

い
る
こ
と
か
ら
、
ブ
レ
ス
ナ
ー
は
、
単
に
財
産
法
の
分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
、
家
族
法
・
相
続
法
の
分
野
に
ま
で
広
く
そ
の
適
用
範
囲
を
 
 

及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
家
族
関
係
や
相
続
か
ら
生
じ
る
財
産
法
上
の
請
求
、
た
と
え
ば
相
続
分
や
遺
留
分
、
 
 

夫
婦
財
産
制
な
ど
に
関
す
る
裁
判
で
は
、
当
事
者
が
請
求
の
放
棄
や
認
諾
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
抵
触
規
定
の
援
用
を
当
事
者
に
委
ね
 
 

∴
ご
 
 

る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
の
で
あ
か
し
 
も
っ
と
も
、
家
族
法
や
相
続
法
か
ら
生
じ
る
財
産
法
上
の
請
求
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
第
三
者
 
 

の
法
的
地
位
を
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
人
＝
に
掛
、
当
事
者
の
み
で
法
廷
地
法
の
適
用
を
合
意
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
し
て
お
り
、
 
 

ま
た
、
当
事
者
に
処
分
の
H
由
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
事
項
 
（
身
分
に
関
す
る
事
項
、
婚
姻
締
結
の
要
件
、
嫡
出
件
の
要
件
、
養
子
縁
 
 

組
の
要
件
な
ど
）
 
に
関
す
る
請
求
に
つ
い
て
は
任
意
的
抵
触
法
が
妥
当
し
な
い
と
し
て
い
慰
し
た
か
っ
て
、
フ
レ
ス
ナ
ー
の
理
論
に
 
 

お
い
て
も
、
当
事
者
に
よ
る
処
分
可
能
牲
と
第
三
者
の
権
利
保
護
の
問
題
が
任
意
的
祇
触
法
の
適
川
範
囲
を
画
す
る
上
で
重
要
な
ポ
イ
 
 

ン
ト
と
な
っ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
り
 
も
っ
と
も
、
ブ
レ
ス
ナ
ー
が
、
諸
岡
の
実
質
法
上
、
当
事
署
の
協
議
に
よ
る
 
 

離
婚
や
親
権
者
の
変
更
が
許
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
、
離
婚
や
維
婚
の
際
の
親
権
の
帰
属
に
つ
い
て
も
任
意
的
底
 
 

㍑
 
触
法
の
適
用
範
岡
に
含
め
て
い
る
こ
と
か
ら
み
る
ト
「
ブ
レ
ス
ナ
ー
の
説
く
「
処
分
可
能
性
」
は
か
な
り
緩
や
か
な
概
念
で
あ
る
と
考
 
 

え
ら
れ
る
。
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㈲
 
フ
レ
ス
ナ
ー
の
理
論
に
対
す
る
批
判
 
 
 

右
の
よ
う
な
フ
レ
ス
ナ
ー
の
任
意
的
抵
触
法
理
論
に
対
し
て
は
、
ツ
ヴ
ァ
イ
ゲ
ル
ト
や
シ
ュ
ト
ル
ム
の
よ
う
に
そ
れ
に
賛
意
を
表
す
 
 

封
 
る
一
部
の
見
解
も
あ
る
も
の
の
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
と
く
に
伝
統
的
な
国
際
私
法
理
論
の
立
場
か
ら
厳
し
い
批
判
が
投
げ
か
け
ら
 
 

れ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
ノ
イ
ハ
ウ
ス
は
、
ブ
レ
ス
十
－
の
見
解
を
「
伝
統
的
な
国
際
私
法
の
否
定
」
論
に
分
類
し
て
い
た
し
、
 
 

ク
ロ
フ
ォ
ラ
ー
は
、
任
意
的
抵
触
法
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
法
廷
地
法
の
優
先
は
、
様
々
な
理
由
が
そ
れ
が
妥
当
で
な
い
こ
と
を
証
明
 
 

・
 
 

し
て
い
る
の
で
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
圧
倒
的
に
拒
絶
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
告
そ
こ
で
、
そ
の
よ
う
な
フ
レ
ス
ナ
ー
の
理
論
に
 
 

対
す
る
批
判
に
つ
い
て
、
こ
の
点
に
関
し
て
も
最
も
詳
細
に
そ
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
丸
岡
教
授
の
研
究
を
参
そ
に
し
つ
つ
、
そ
の
内
 
 

容
を
簡
単
に
見
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
 
 
 

第
一
に
、
フ
レ
ス
ナ
ー
が
自
ら
の
理
論
の
主
要
な
根
拠
と
す
る
 
「
貿
の
高
い
」
裁
判
に
関
す
る
当
事
者
の
利
益
に
対
し
て
は
、
次
の
 
 

よ
う
な
反
論
が
加
、
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
外
国
法
の
適
用
の
際
に
、
裁
判
官
は
、
決
し
て
人
間
業
で
は
で
き
な
い
こ
と
を
要
求
 
 

二
五
七
 
 
 

ブ
レ
ス
ナ
1
が
挙
げ
る
任
意
的
抵
触
法
の
も
う
一
つ
の
例
外
は
、
当
事
者
が
外
国
法
の
適
用
を
申
し
立
て
な
い
こ
と
が
法
律
の
回
避
 
 

r
㍊
 
 

に
つ
な
が
る
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
プ
レ
ス
ナ
ー
は
、
任
意
的
抵
触
法
は
、
当
事
者
に
法
廷
地
法
に
よ
る
 
「
質
の
高
い
」
裁
判
を
提
供
 
 

す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
、
特
定
の
裁
判
結
果
を
求
め
た
り
、
そ
れ
を
回
避
し
た
り
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
そ
の
よ
 
 

う
な
場
合
に
お
け
る
ド
イ
ツ
法
の
援
用
は
、
た
と
え
当
事
者
が
一
致
し
て
有
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
裁
判
所
は
拒
絶
す
べ
き
で
あ
る
と
 
 

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
フ
レ
ス
ナ
ー
の
見
解
は
、
「
質
の
高
い
裁
判
」
に
関
す
る
当
事
者
の
利
益
と
い
う
観
点
か
ら
批
触
規
定
の
適
用
の
あ
り
 
 

方
を
見
直
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
そ
の
点
に
関
し
て
は
一
貫
性
を
も
っ
た
理
論
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
 
 

思
わ
れ
る
。
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二
五
八
 
 
 

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
ら
、
外
国
法
の
適
用
が
困
難
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち
に
、
そ
れ
が
裁
判
官
の
良
く
な
し
え
な
い
と
 
 

（
3
6
 
 

こ
ろ
で
あ
る
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
フ
レ
ス
ナ
ー
の
よ
う
に
、
渉
外
的
事
件
の
裁
判
が
拙
劣
で
あ
る
点
を
強
調
し
す
ぎ
 
 

る
と
、
か
え
っ
て
裁
判
官
を
萎
縮
さ
せ
、
当
事
者
の
訴
訟
⊥
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
と
い
う
よ
り
も
、
も
っ
ぱ
ら
自
ら
の
外
国
法
の
 
 

適
用
上
の
諸
因
難
を
免
れ
る
た
め
に
法
廷
地
法
を
適
用
す
る
と
い
う
結
果
を
大
幅
に
促
進
す
る
の
で
は
な
い
か
が
懸
念
さ
れ
る
と
い
う
 
 

r
3
7
′
 
 

も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
批
判
の
背
景
と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
外
国
法
の
調
査
に
つ
い
て
、
国
際
私
法
学
者
や
マ
ッ
ク
ス
・
 
 

リ 

〈
i
H
 
 

ブ
ラ
ン
ク
研
究
所
を
初
め
と
す
る
多
〈
の
研
究
所
あ
る
い
は
裁
判
所
自
身
が
多
大
な
努
力
を
払
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
る
と
い
え
よ
、
γ
。
 
 
 

ま
た
、
フ
レ
ス
ナ
ー
が
、
「
質
の
高
い
」
裁
判
に
関
す
る
当
事
者
の
利
益
と
い
っ
た
、
い
わ
ば
当
事
者
の
訴
訟
手
続
上
の
利
益
を
重
視
 
 

す
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
か
え
っ
て
当
事
者
が
得
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
実
質
法
上
の
利
益
を
も
奪
う
結
果
に
な
る
と
批
判
さ
れ
 
 

る
。
す
な
わ
ち
、
当
事
者
が
外
国
法
の
適
用
を
申
し
立
て
て
い
な
い
と
き
に
法
廷
地
法
を
適
用
す
る
と
い
う
の
は
、
渉
外
的
事
案
に
つ
 
 

い
て
、
抵
触
法
的
正
義
を
無
視
し
て
、
そ
の
実
質
法
的
判
断
に
適
格
を
欠
く
法
の
適
用
を
強
要
す
る
こ
と
に
他
な
ら
ず
、
当
事
者
が
そ
 
 

の
外
国
法
の
下
で
享
受
し
う
べ
き
実
質
法
上
の
利
益
を
踏
み
に
じ
っ
て
し
ま
う
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
具
体
的
な
例
と
し
 
 

て
は
、
た
と
え
ば
、
ド
イ
ツ
に
居
住
す
る
外
国
人
労
働
者
の
身
分
関
係
に
つ
い
て
、
当
事
者
が
外
国
法
の
適
用
を
申
し
立
て
て
い
な
い
 
 

と
い
う
だ
け
で
、
法
廷
地
法
で
あ
る
ド
イ
ツ
法
を
適
用
す
る
こ
と
は
、
そ
の
本
国
へ
の
復
帰
意
思
を
喪
失
し
て
い
な
い
外
凶
人
労
働
者
 
 

j
．
 
に
と
っ
て
は
、
そ
の
本
国
法
の
適
用
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
実
質
法
上
の
利
益
の
喪
失
を
意
味
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
脊
 
 
 

さ
ら
に
、
任
意
的
抵
触
法
に
よ
れ
ば
、
結
果
と
し
て
法
廷
地
法
の
適
用
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
フ
レ
ス
 
 

ナ
ー
は
、
こ
れ
は
外
国
法
の
平
等
な
適
用
と
い
う
理
念
に
見
か
け
上
矛
盾
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
彼
に
 
 

よ
れ
ば
、
内
外
法
平
等
の
理
念
は
、
裁
判
官
が
、
意
識
的
ま
た
は
無
意
識
的
に
、
自
国
法
の
内
容
的
な
優
越
や
優
先
適
用
か
ら
出
発
す
 
 

べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
任
意
的
抵
触
法
は
、
法
廷
地
法
が
そ
れ
自
体
と
し
て
優
れ
た
解
決
と
推
 
 

定
さ
れ
る
か
ら
で
は
な
く
、
通
常
国
内
事
件
で
提
供
さ
れ
る
の
と
同
程
度
の
質
の
裁
判
を
当
事
者
に
保
証
す
る
た
め
の
唯
一
の
方
法
と
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ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
の
見
解
 
 
 

右
に
み
た
よ
う
に
任
意
的
抵
触
法
理
論
に
対
し
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
も
批
判
が
少
な
く
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
る
意
味
 
 

〓
 
で
は
、
そ
の
理
論
を
フ
レ
ス
ナ
ー
以
上
に
徹
底
さ
せ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
最
近
の
ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
の
見
解
を
次
に
見
る
こ
と
に
し
た
い
。
 
 
 

ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
任
意
的
な
法
選
択
の
実
際
的
な
長
所
は
、
次
の
二
つ
の
点
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
つ
は
、
 
 

フ
レ
ス
ナ
ー
が
唱
え
た
裁
判
手
続
の
質
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
は
、
外
国
法
の
適
用
が
裁
判
の
 
 

一
・
q
 
 

質
を
危
う
く
す
る
か
否
か
は
個
々
の
事
案
に
左
右
さ
れ
る
面
が
あ
る
こ
と
を
認
め
、
プ
レ
ス
ナ
ー
よ
り
は
偵
重
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
 
 

二
五
九
 
 
 

州
 
 

し
て
法
廷
地
法
を
適
用
す
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
「
内
外
法
平
等
の
理
念
」
の
理
解
は
フ
レ
ス
ナ
ー
独
 
 

自
の
も
の
で
あ
り
、
裁
判
所
は
外
国
法
を
内
国
法
と
対
等
の
資
格
で
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
伝
統
的
国
際
私
法
理
論
の
立
 
 

場
か
ら
は
、
フ
レ
ス
ナ
ー
の
理
論
は
「
内
外
実
質
法
の
本
質
的
平
等
を
否
認
す
る
」
議
論
と
み
な
さ
れ
る
の
で
あ
か
。
 
 
 

最
後
に
指
摘
す
べ
き
点
は
、
任
意
的
抵
触
法
と
い
っ
て
も
、
そ
の
適
用
さ
れ
る
範
囲
に
つ
い
て
、
フ
レ
ス
ナ
ー
が
い
く
つ
か
の
例
外
 
 

を
設
け
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
、
フ
レ
ス
ナ
ー
が
適
用
範
岡
を
確
定
す
る
た
め
の
一
つ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
た
「
当
事
者
に
 
 

よ
る
処
分
可
能
惟
」
 
と
い
う
要
件
に
対
し
て
は
、
あ
る
法
律
問
題
に
つ
い
て
当
事
者
に
よ
る
処
分
が
認
め
ら
れ
る
か
書
か
と
い
う
問
題
 
 

そ
れ
自
体
、
渉
外
事
件
に
お
い
て
は
、
常
に
い
ず
れ
の
国
の
法
秩
序
に
よ
っ
て
そ
れ
が
決
定
さ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
先
決
的
な
判
断
を
 
 

服
 
 

欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
の
批
判
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
種
々
の
例
外
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
自
体
、
い
か
 
 

に
当
事
者
の
訴
訟
上
の
利
益
が
保
護
さ
れ
る
べ
き
と
は
い
っ
て
も
、
や
は
り
そ
う
し
た
利
益
が
、
抵
触
法
に
固
有
の
止
義
な
い
し
当
事
 
 

者
の
抵
触
法
上
の
利
益
の
前
に
譲
歩
せ
ぎ
る
を
得
な
い
こ
と
を
認
め
た
も
の
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
の
批
判
も
あ
か
。
た
し
か
に
、
 
 

抵
触
規
定
の
任
意
性
が
ど
の
よ
う
な
法
律
問
題
に
つ
い
て
認
め
ら
れ
る
か
は
、
こ
の
理
論
の
実
川
性
に
か
か
わ
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
 
 

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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も
の
の
、
一
般
的
に
は
フ
レ
ス
ナ
ー
の
主
張
は
彼
の
経
験
か
ら
も
支
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
む
す
な
わ
ち
、
「
国
内
事
件
で
 
 

は
、
訴
訟
当
事
者
は
、
十
分
な
訓
練
、
経
験
お
よ
び
判
決
の
有
効
性
を
保
証
す
る
権
威
を
も
っ
た
十
分
な
資
格
の
あ
る
裁
判
官
に
よ
っ
 
 

て
彼
ら
の
争
い
を
解
決
し
て
も
ら
う
権
利
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
誰
も
▲
否
定
し
な
い
で
あ
ろ
う
り
 
し
か
し
、
裁
判
官
は
、
外
国
法
 
 

を
適
用
す
る
訓
練
を
受
け
て
い
な
い
し
、
た
ま
た
ま
適
川
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
す
べ
て
の
外
国
法
に
つ
い
て
経
験
が
あ
 
 

る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
ま
た
、
彼
ら
の
権
威
は
、
彼
ら
自
身
の
調
査
の
結
果
に
自
信
が
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
外
国
法
の
鑑
 
 

定
人
に
依
存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
著
し
く
低
下
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
次
の
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
質
の
高
 
 

い
裁
判
に
関
す
る
当
事
者
の
利
益
は
ー
き
わ
め
て
単
純
な
事
什
は
別
と
し
て
、
事
件
が
外
国
法
に
服
す
る
場
合
に
は
、
い
く
ら
控
え
 
 

目
に
い
っ
て
も
、
危
険
な
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
」
、
と
り
 
も
っ
と
も
、
ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
は
、
こ
の
結
論
が
直
ち
に
作
意
的
法
選
択
理
論
 
 

の
採
用
を
正
当
化
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
態
度
を
留
保
し
て
お
り
、
む
し
ろ
、
も
う
一
つ
の
利
点
と
さ
れ
る
手
続
的
な
効
♯
件
 
 
 

（
p
r
O
〔
e
d
u
r
a
】
e
f
f
i
c
i
e
コ
C
）
1
）
 
の
促
進
と
い
う
面
の
方
を
よ
り
蚕
祝
し
て
い
争
 
 
 

ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
は
こ
の
手
続
的
効
率
性
の
問
題
を
多
様
な
点
か
ら
論
じ
て
い
る
が
、
ま
ず
第
一
に
、
渉
外
訴
訟
は
、
抵
触
規
定
に
よ
 
 

る
準
拠
法
の
指
定
と
、
指
定
さ
れ
た
準
拠
法
の
適
用
と
い
う
二
段
階
の
過
程
か
ら
な
っ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
国
内
事
件
で
は
必
安
と
 
 

さ
れ
な
い
裁
判
所
の
努
力
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
と
す
る
。
と
く
に
、
反
致
や
法
性
決
定
と
い
っ
た
国
際
私
法
独
n
の
問
題
は
、
実
務
 
 

家
に
と
っ
て
は
抵
触
法
学
者
が
想
像
す
る
よ
り
も
ず
っ
と
複
雑
で
あ
り
、
任
意
的
法
選
択
は
、
当
事
者
の
い
ず
れ
も
が
法
選
択
の
争
点
 
 

を
提
起
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
問
題
を
省
略
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
と
し
て
い
か
り
ま
た
、
抵
触
規
定
を
職
権
で
過
川
し
な
 
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
と
、
当
事
者
が
法
選
択
の
問
題
を
想
定
し
て
い
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、
当
事
者
に
▲
不
意
打
ち
に
な
ら
な
い
 
 

よ
う
に
、
外
国
法
が
準
拠
法
と
な
る
旨
を
裁
判
所
が
当
事
者
に
知
ら
せ
る
手
続
が
必
要
と
な
る
じ
 
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
†
続
は
当
事
 
 

へ
 
 

者
と
裁
判
所
の
双
方
に
と
っ
て
負
担
を
増
や
す
結
果
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
任
意
的
法
選
択
の
理
論
が
採
用
さ
れ
る
な
ら
ば
、
当
 
 

事
者
が
法
選
択
の
争
点
を
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
実
質
的
な
争
点
に
関
す
る
証
拠
は
す
べ
て
提
ホ
し
た
け
れ
ど
も
、
渉
外
性
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の
問
題
に
関
す
る
事
実
に
つ
い
て
は
証
拠
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
場
合
で
あ
っ
て
も
、
裁
判
所
は
、
追
加
的
な
証
拠
を
求
め
た
り
す
 
 

る
必
要
は
な
〈
、
直
ち
に
実
質
的
な
判
断
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
主
張
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
 
 

訓   

5
 

ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
の
見
解
は
、
フ
レ
ス
ナ
ー
以
上
に
訴
訟
法
上
の
観
点
を
重
視
し
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
 
 
 

そ
れ
で
は
、
ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
は
、
任
意
的
法
選
択
の
理
論
的
根
拠
を
い
っ
た
い
何
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
っ
 
ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
 
 

は
、
ま
ず
、
任
意
的
法
選
択
と
当
事
者
自
治
と
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
任
意
的
法
選
択
と
当
事
者
 
 

自
治
と
は
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
当
事
者
に
よ
っ
て
準
拠
法
が
選
択
さ
れ
る
と
い
う
点
で
、
密
接
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。
 
 

し
た
が
っ
て
、
理
論
的
に
は
、
抵
触
法
上
選
択
の
自
由
が
認
め
ら
れ
る
領
域
で
は
、
任
意
的
法
選
択
が
拒
不
＝
さ
れ
る
べ
き
理
由
は
な
い
。
 
 

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
任
意
的
法
選
択
を
当
事
者
自
治
の
一
態
様
と
し
て
扱
う
こ
と
は
、
当
事
者
が
抵
触
法
上
選
択
の
n
由
を
も
つ
 
 

分
野
に
そ
の
理
論
の
適
用
範
囲
を
狭
め
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、
妥
当
で
は
な
い
。
ま
た
、
当
事
者
n
冶
は
法
廷
地
法
以
外
の
法
を
選
 
 

択
す
る
余
地
を
認
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
任
意
的
法
選
択
を
当
事
者
自
治
と
同
一
視
す
る
こ
と
は
明
ら
か
に
不
合
印
で
あ
争
 
と
。
 
 

む
し
ろ
、
ド
ゥ
・
プ
ー
ル
が
、
任
意
的
法
選
択
の
理
論
的
基
礎
と
し
て
主
張
す
る
の
は
、
「
手
続
的
な
処
分
の
白
山
（
p
r
O
C
e
d
u
r
a
〓
r
e
e
d
O
ヨ
 
 

O
f
d
i
s
p
O
S
i
t
i
O
n
）
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
彼
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
任
意
的
法
選
択
 
 

は
、
彼
ら
の
争
点
か
ら
国
際
的
な
側
面
を
取
り
除
き
、
当
事
者
間
で
は
争
点
と
な
っ
て
い
な
い
法
選
択
と
外
国
法
と
い
う
旭
介
な
問
題
 
 

を
避
け
る
こ
と
を
当
事
者
に
許
す
。
も
し
も
当
事
者
が
彼
ら
が
関
連
す
る
と
考
え
る
事
実
だ
け
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
、
裁
判
所
は
口
 
 

莞
的
に
他
の
事
実
を
証
拠
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
法
選
択
の
判
断
に
関
連
す
る
事
実
を
省
略
す
る
こ
と
 
 

も
同
様
に
容
認
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
り
 
そ
し
て
、
訴
訟
の
範
囲
を
決
め
る
の
は
当
事
者
の
特
権
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
も
し
も
そ
 
 

の
よ
う
な
事
実
を
無
視
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
裁
判
所
が
、
当
事
者
が
省
略
し
た
か
、
あ
る
い
は
ま
っ
た
〈
別
の
臼
 
 

的
で
証
拠
と
し
て
挙
げ
た
事
実
に
基
づ
い
て
、
法
選
択
の
争
点
を
提
起
し
、
そ
れ
を
解
決
す
る
こ
と
を
主
張
す
べ
き
な
の
か
を
理
解
す
 
 

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
、
と
ゥ
 
 

∴
ぺ
．
 
 
 

1  

Ⅵ  



開 法（493・4）798  

一
人
二
 
 

こ
の
よ
う
に
、
ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
は
、
任
意
的
法
選
択
の
理
論
的
な
根
拠
に
関
し
て
も
、
抵
触
法
上
の
当
事
者
自
治
よ
り
も
、
む
し
ろ
 
 

手
続
的
な
処
分
の
自
由
と
い
う
考
え
方
に
親
近
性
を
見
い
だ
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
も
、
彼
は
任
意
的
法
選
択
の
問
題
を
手
続
的
間
 
 

題
と
考
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 
 

以
上
の
よ
う
な
実
際
的
根
拠
お
よ
び
理
論
的
根
拠
に
基
づ
い
て
、
ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
は
、
次
の
よ
う
に
自
ら
の
任
意
的
法
選
択
論
を
展
 
 

開
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
第
一
に
問
題
と
な
る
の
が
任
意
的
法
選
択
論
の
適
用
範
岡
で
あ
る
。
ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
の
見
解
は
、
手
 
 

続
的
な
処
分
の
自
由
を
基
礎
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
処
分
の
自
由
が
認
め
ら
れ
る
範
囲
の
画
定
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
 
 

点
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
フ
レ
ス
ナ
ー
の
理
論
に
対
す
る
批
判
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
手
続
的
な
処
分
可
能
性
の
範
囲
を
対
象
と
な
 
 

る
法
律
問
題
の
実
質
的
な
自
由
処
分
可
能
性
に
依
存
さ
せ
る
場
合
に
は
、
そ
の
基
準
と
な
る
の
は
法
廷
地
実
質
法
か
、
あ
る
い
は
当
該
 
 

法
律
問
題
の
準
拠
法
 
（
効
果
法
）
 
か
と
い
っ
た
難
解
な
問
題
が
生
じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
は
、
法
選
択
 
 

規
定
が
自
由
な
処
分
の
対
象
と
な
る
か
否
か
は
、
対
応
す
る
実
質
法
の
目
的
や
当
該
法
選
択
規
定
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
る
実
質
法
に
よ
 
 

っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
法
選
択
規
定
そ
れ
臼
体
の
臼
的
に
よ
っ
て
決
ま
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、
法
選
択
規
定
の
臼
巾
処
分
可
 
 

能
性
は
、
法
選
択
規
定
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
決
ま
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
見
る
と
き
、
国
際
私
法
は
、
 
 

何
よ
り
も
ま
ず
私
的
当
事
者
の
利
益
に
向
け
ら
れ
て
お
り
、
法
選
択
規
定
そ
れ
自
身
は
公
け
の
利
益
を
保
護
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
 
 

そ
れ
ら
の
規
定
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
公
序
規
定
に
分
類
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
結
果
、
法
選
択
規
定
は
「
絶
対
的
強
行
（
i
m
p
e
r
a
・
 
 

t
i
く
e
）
」
規
定
の
資
格
を
欠
く
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
こ
と
は
、
当
事
者
の
手
続
的
な
処
分
の
自
由
が
、
係
争
事
項
と
は
関
係
な
く
、
法
 
 

選
択
の
争
点
に
関
し
て
制
限
さ
れ
る
必
要
の
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
、
と
論
じ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
批
触
規
定
 
 

の
理
解
か
ら
、
ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
は
、
フ
レ
ス
ナ
ー
と
は
異
な
り
、
抵
触
規
定
一
般
に
つ
い
て
広
く
任
意
規
定
性
を
認
め
る
も
の
と
解
さ
 
 

れ
る
。
 
 
 

次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
任
意
的
法
選
択
を
認
め
る
と
し
て
も
、
法
廷
地
法
を
通
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
当
事
者
間
に
明
示
の
合
意
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が
必
要
と
さ
れ
る
か
否
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
任
意
的
法
選
択
を
当
事
者
自
治
の
一
環
と
し
て
と
ら
え
た
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
な
合
 
 

意
の
必
要
性
が
問
題
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
は
、
と
く
に
欠
席
裁
判
の
場
合
を
念
頭
に
お
い
て
、
こ
の
よ
 
 

う
な
要
件
は
不
要
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
じ
 
す
な
わ
ち
、
も
し
仮
に
裁
判
所
が
当
事
者
に
対
し
て
法
選
択
の
争
点
に
つ
い
て
釈
明
を
求
 
 

届  

「
J
 
 

め
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
と
、
欠
席
手
続
の
場
合
に
は
、
原
告
に
の
み
有
利
な
結
果
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

さ
ら
に
、
ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
は
、
任
意
的
法
選
択
に
よ
れ
ば
、
消
費
者
保
護
や
扶
養
権
利
者
の
保
護
な
ど
の
抵
触
規
定
の
基
礎
に
あ
る
 
 

政
策
が
挫
か
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
批
判
を
想
定
し
、
そ
れ
に
対
す
る
反
論
を
試
み
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
実
際
に
 
 

は
、
こ
の
批
判
は
そ
れ
ほ
ど
毛
要
で
は
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
一
つ
に
は
、
抵
触
規
定
が
弱
者
の
利
益
を
保
護
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
 
 

に
は
、
同
じ
よ
う
な
政
策
は
裁
判
管
轄
権
の
決
定
に
関
し
て
も
採
用
さ
れ
て
お
り
、
法
廷
地
法
の
適
用
は
、
通
常
、
そ
の
よ
う
な
抵
触
 
 

規
定
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
る
法
と
一
致
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
消
費
者
に
つ
い
て
は
、
諸
国
の
国
際
民
事
訴
訟
法
 
 

上
、
そ
の
住
所
で
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
法
廷
地
法
と
消
費
者
の
住
所
地
法
は
通
常
一
致
す
る
 
 
 

こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
当
事
者
の
一
方
を
保
護
す
る
政
策
は
そ
の
省
の
利
益
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
保
護
 
 

謁
 
 

に
訴
え
る
か
否
か
は
、
結
局
、
彼
ら
自
身
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
今
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
の
見
解
は
、
フ
レ
ス
ナ
一
に
比
べ
て
も
か
な
り
徹
底
し
て
法
選
択
規
定
 
 

の
任
意
性
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
彼
の
見
解
が
、
法
廷
地
法
の
過
川
を
む
し
ろ
原
則
と
考
え
る
彼
の
国
際
私
法
観
を
前
提
と
し
 
 

て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
、
民
事
訴
訟
の
出
発
点
と
し
て
は
、
法
廷
地
法
の
一
応
の
適
用
（
p
r
i
ヨ
a
f
a
c
i
e
 
 

〔
甜
 

a
p
p
H
c
a
b
i
≡
y
）
が
前
提
と
な
る
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
外
国
法
を
適
用
し
て
法
選
択
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
当
該
外
国
法
に
よ
 
 

っ
て
法
廷
地
法
を
置
き
換
え
る
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
理
由
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
「
自
分
は
、
 
 

法
選
択
が
裁
判
の
調
和
や
国
際
的
な
体
系
の
調
整
、
あ
る
い
は
 
『
抵
触
的
止
義
』
 
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
信
じ
て
い
な
い
か
 
 

ら
、
こ
れ
ら
の
理
想
の
追
求
は
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
法
廷
地
法
を
取
り
替
え
る
た
め
の
説
得
的
な
理
由
と
し
て
は
問
題
と
な
ら
な
い
」
。
 
 

二
」
ハ
一
二
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∴
ハ
四
 
 
 

ま
た
、
実
質
的
正
義
の
促
進
と
い
う
理
念
も
、
外
国
法
を
適
用
す
れ
ば
法
廷
地
法
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
以
上
の
結
果
と
な
る
と
先
験
 
 

的
に
仮
定
で
き
る
と
い
う
理
由
は
な
い
か
ら
、
法
廷
地
法
を
置
き
換
え
る
や
む
を
得
な
い
理
由
で
は
な
い
。
結
局
、
残
さ
れ
た
も
の
は
、
 
 

外
国
法
の
適
用
が
彼
ら
の
訴
訟
原
閃
に
と
っ
て
よ
り
有
利
で
あ
る
か
ら
と
か
、
そ
の
適
用
が
承
認
・
執
行
を
促
進
す
る
か
ら
、
あ
る
い
 
 

は
彼
ら
が
あ
る
法
律
関
係
に
人
る
際
に
お
互
い
に
そ
の
法
に
頼
っ
て
い
た
と
い
う
理
由
に
基
づ
く
、
外
国
法
の
適
用
に
関
す
る
両
当
事
 
 

者
、
ま
た
は
そ
の
一
方
当
事
者
の
利
益
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
外
国
法
を
適
用
す
る
唯
一
の
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
利
益
で
あ
る
と
す
 
 

る
な
ら
ば
、
抵
触
規
定
が
適
用
さ
れ
る
た
め
に
は
、
そ
の
利
益
を
得
た
い
と
願
う
当
事
者
に
よ
っ
て
そ
れ
が
主
張
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
 
 
 

す
る
の
も
不
A
〓
理
な
こ
と
で
は
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
 
 

（
2
5
）
 
丸
岡
・
前
掲
 
（
8
）
 
三
〇
巻
∵
号
∴
真
‖
 
 

（
2
6
）
 
二
の
点
に
関
し
て
、
プ
レ
ス
ナ
ー
は
、
裁
判
宮
の
訓
練
、
鑑
定
を
初
め
と
す
る
外
川
法
調
査
シ
ス
テ
ム
の
問
題
点
、
外
国
法
解
釈
の
困
難
な
ど
多
 
 
 

様
な
面
か
ら
、
こ
の
「
質
的
な
相
違
L
を
論
証
し
、
そ
の
卜
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
り
．
あ
る
事
什
が
外
川
法
に
従
っ
て
裁
判
さ
れ
る
場
人
＝
、
ケ
 
 
 

、
ろ
ら
れ
る
裁
判
は
、
ド
イ
ツ
法
が
適
用
さ
れ
る
と
き
と
は
質
の
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
先
に
詳
班
し
た
詳
細
の
す
べ
て
か
・
h
推
論
 
 

さ
れ
る
こ
と
だ
が
よ
り
劣
悪
な
質
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
手
続
は
、
時
間
が
か
か
る
し
、
よ
り
多
く
の
彗
用
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
裁
判
の
質
 
 
 

は
通
常
の
国
内
基
準
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
当
事
省
の
手
続
拭
上
の
地
位
も
悪
化
し
、
法
廷
の
番
組
も
制
限
さ
れ
て
い
る
」
、
と
り
F
－
e
s
s
コ
e
r
〉
F
a
k
u
－
t
a
t
i
完
S
 
 

K
〇
≡
s
i
O
コ
S
r
e
C
h
t
 
S
．
u
怠
f
f
．
 
 

（
2
7
）
 
外
国
法
の
適
用
に
伴
う
困
難
を
、
裁
判
所
の
真
机
や
訴
訟
経
済
の
観
瓜
か
ら
論
じ
た
も
の
は
少
な
く
な
い
り
 
た
と
え
ば
、
ラ
ン
ド
ー
は
、
外
国
法
 
 
 

の
通
用
に
什
う
訴
訟
コ
ス
ト
を
問
題
に
し
て
い
た
し
、
〇
．
L
a
コ
d
O
〉
L
賢
d
e
r
b
e
r
i
c
h
t
e
S
k
a
コ
d
i
コ
a
ま
e
コ
∵
n
D
i
e
A
n
w
e
n
d
u
コ
g
a
u
S
－
彗
d
i
s
c
h
e
コ
 
 
 

R
e
c
h
t
s
i
m
i
コ
t
e
r
コ
a
t
i
O
コ
a
】
e
コ
P
r
i
く
a
t
r
e
C
h
二
－
芸
望
S
J
N
∞
f
f
．
わ
が
国
の
三
ケ
月
教
授
は
、
、
土
と
し
て
司
法
制
度
論
的
観
古
川
か
ら
こ
の
問
題
を
論
 
 
 

じ
て
い
る
り
 
三
ケ
月
章
「
外
国
法
の
適
用
と
裁
判
所
」
挿
木
敏
郎
＝
青
山
善
充
『
国
際
民
事
訴
訟
法
の
翠
罪
 
二
．
ル
○
真
－
二
五
五
真
 
（
‥
九
八
七
 
 
 

年
）
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
フ
レ
ス
ナ
ー
の
理
論
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
丸
岡
・
前
掲
（
8
）
三
〇
巻
二
‖
与
三
八
貞
二
二
九
貞
、
山
本
・
前
掲
（
6
）
 
 
 

一
三
頁
参
照
 
 

（
2
8
）
 
F
－
e
s
s
コ
e
r
｝
F
a
k
u
】
t
a
t
i
扁
S
K
O
≡
s
i
O
コ
S
r
e
C
h
t
S
．
試
P
l
 
 

（
2
9
）
 
F
－
e
s
s
コ
e
r
－
F
a
k
u
【
t
a
t
i
完
S
K
O
≡
s
i
〇
コ
S
r
e
C
h
t
S
．
U
l
コ
f
f
．
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（
4
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（
4
1
）
 
 

（
4
2
）
 
 

（
4
3
）
 
 

（
4
4
）
 
 
 

（
3
1
）
 
 

（
3
2
）
 
 

（
3
3
）
 
 

（
3
4
）
 
 

（
3
5
）
 
 

（
3
6
）
 
 

（
3
0
）
 
 

39 38 37  

フ
レ
ス
ナ
ー
は
、
そ
の
よ
う
な
場
A
‖
の
例
と
し
て
、
ド
イ
ツ
民
法
卜
の
相
続
証
書
千
衰
∵
ド
イ
ツ
H
法
二
二
h
二
条
以
†
）
 
を
挙
げ
て
い
る
。
和
 
 

紙
証
書
は
、
相
続
人
の
相
続
権
に
閲
し
、
遺
産
裁
判
所
が
発
有
す
る
証
明
書
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
に
抵
触
規
定
の
援
用
を
叫
事
帯
に
委
ね
る
と
、
 
 

本
来
の
相
続
準
拠
法
に
従
い
、
こ
の
手
続
に
関
㌧
し
て
い
な
い
相
続
人
の
法
的
地
位
が
書
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
F
】
e
s
s
コ
e
r
一
F
a
k
亡
－
t
a
t
i
く
e
S
 
 

K
O
＝
i
s
i
O
コ
S
r
e
C
h
t
 
S
．
∽
詔
．
 
 
 

F
－
e
s
s
コ
e
r
〉
F
a
k
u
－
t
a
t
i
v
e
s
 
K
O
≡
s
i
〇
コ
S
r
e
C
h
t
 
S
．
当
今
 
 
 

F
－
e
s
s
コ
e
r
〉
F
a
k
u
－
t
a
t
i
く
e
S
K
O
≡
s
i
O
コ
S
r
e
C
h
t
 
S
．
誓
A
．
 
 
 

F
l
e
s
s
コ
e
r
－
F
a
k
u
－
t
a
t
i
く
e
S
K
O
m
S
i
O
コ
S
r
e
C
h
t
 
S
．
誓
ぃ
．
 
 
 

N
w
e
i
g
e
r
t
一
a
．
a
．
〇
．
（
A
コ
ヨ
．
e
S
．
忘
ご
S
t
r
亡
ヨ
一
a
．
a
．
〇
．
（
A
コ
コ
〕
．
と
S
．
麗
－
f
．
 
 
 

J
．
K
r
O
P
h
O
〓
e
r
」
コ
t
e
r
コ
a
t
i
〇
コ
a
－
e
s
P
r
i
＜
a
t
r
e
C
貫
い
．
A
亡
f
二
－
遥
ご
S
．
芦
グ
ロ
フ
ォ
ラ
ー
は
、
解
釈
論
と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
 
 

任
意
的
拡
触
法
の
た
め
の
法
的
臆
礎
は
現
在
の
と
こ
ろ
何
ら
在
五
し
な
い
と
里
∵
一
＝
し
て
い
る
〝
 
E
b
e
コ
d
a
．
S
．
畠
．
 
 
 

丸
岡
・
前
掲
 
（
8
）
一
一
一
〇
巷
二
＝
亨
∵
二
几
真
。
外
国
は
の
過
川
に
つ
い
て
、
ケ
ー
ゲ
ル
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
‖
 
「
も
ち
ろ
ん
、
裁
判
官
に
超
 
 

人
聞
的
左
こ
と
（
C
b
e
r
ヨ
e
コ
S
C
E
i
c
h
e
s
）
を
要
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
じ
 
し
た
が
り
て
、
裁
判
宮
は
、
i
－
t
に
、
鵜
来
さ
れ
た
戌
＝
．
別
に
従
い
、
彼
が
 
 

利
川
で
き
る
認
識
可
能
件
を
川
い
て
外
国
法
の
内
衷
を
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
過
ぎ
な
い
」
、
と
り
G
．
K
e
g
e
二
コ
t
e
r
コ
a
t
i
O
コ
a
】
e
s
P
r
i
く
a
t
r
e
C
h
t
¶
 
 

」
．
A
u
f
】
．
（
－
岩
豆
S
．
宗
〕
．
 
 
 

丸
岡
・
前
掲
 
（
8
）
 
二
一
〇
巻
二
＝
ゾ
∴
四
一
貞
。
 
 
 

丸
岡
・
前
掲
 
（
8
）
 
二
一
〇
巻
二
‖
イ
∴
四
川
真
二
八
圧
真
参
照
り
 
 
 

丸
岡
・
前
掲
 
（
8
）
 
∴
○
巻
二
一
号
二
∵
一
真
し
二
元
頁
。
ク
ロ
フ
ォ
ラ
ー
も
、
什
意
的
抵
触
法
の
提
案
は
、
抵
触
法
的
直
義
ム
よ
び
判
決
調
和
 
 

に
比
べ
て
、
あ
ま
り
に
も
一
方
的
に
価
仰
の
h
‖
回
い
裁
判
に
関
す
る
手
続
仁
あ
利
益
を
強
調
し
す
ぎ
て
い
る
と
批
判
し
て
い
る
U
 
K
r
O
p
h
O
〓
e
r
一
a
．
a
．
 
 

〇
．
（
A
コ
ヨ
．
〕
望
S
．
㌫
．
 
 
 

F
一
e
s
s
コ
e
r
ち
a
k
u
－
t
a
t
i
く
e
S
K
。
≡
s
｛
。
コ
S
r
e
C
h
t
S
．
琵
．
同
様
明
坪
山
か
ら
、
フ
レ
ス
ナ
ー
は
、
任
意
的
抵
触
法
の
郡
論
が
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
 
 

て
有
力
な
法
廷
地
法
優
位
の
思
想
と
は
異
な
る
こ
と
を
低
調
し
て
い
る
い
E
b
e
コ
d
a
－
S
∴
蒜
中
 
 
 

丸
岡
・
前
場
 
（
旦
 
二
〇
巻
三
‖
ざ
‥
〇
二
頁
－
三
〇
二
真
。
 
 
 

丸
岡
こ
別
掲
 
（
8
）
 
二
一
〇
巻
三
‖
ゾ
∴
九
五
真
。
 
 
 

丸
岡
∴
別
掲
 
（
8
）
 
二
〇
巻
二
号
二
九
七
百
ハ
。
ノ
イ
ハ
ウ
ス
も
、
フ
レ
ス
ナ
ー
は
彼
の
モ
デ
ル
の
限
界
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
述
べ
て
い
な
い
の
で
、
 
 

さ
し
あ
た
っ
て
実
際
に
使
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
N
e
亡
h
a
亡
S
一
a
．
a
．
〇
．
（
A
コ
ヨ
．
望
S
．
亡
－
．
 
 
 

ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
は
、
一
九
四
三
年
オ
ラ
ン
ダ
生
ま
れ
、
現
在
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
人
学
の
阿
際
私
法
・
比
較
法
の
教
授
で
あ
る
。
主
要
な
業
績
と
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（
Ⅵ
ニ
 
D
e
B
O
e
r
－
F
a
c
u
－
t
a
t
i
完
C
h
O
i
c
e
O
〓
a
w
も
P
一
〕
〕
〒
〕
〕
N
．
 
 

（
5
3
）
 
D
e
B
O
e
r
】
F
a
c
u
－
t
a
t
i
く
e
C
h
O
i
c
e
O
〓
a
w
】
ウ
P
．
u
〕
平
 
 

（
5
4
）
 
D
e
B
O
e
r
－
F
a
c
u
－
t
a
t
i
完
C
h
O
i
c
e
O
〓
a
w
一
P
p
．
u
〕
千
〕
当
．
L
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
手
続
的
左
処
分
の
H
両
は
、
広
い
意
味
で
甲
弁
論
土
義
 
 
 

を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
i
d
．
p
．
崇
↓
．
 
 

（
5
5
）
 
ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
は
、
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。
「
任
意
的
法
選
択
の
理
論
は
、
そ
れ
が
当
事
署
が
最
終
的
に
訴
訟
の
範
州
を
支
配
す
る
と
い
う
 
 

原
則
を
表
現
し
て
い
る
と
い
う
限
り
に
お
い
て
、
手
続
上
の
処
分
の
∩
由
と
同
い
の
根
拠
で
、
同
一
の
条
件
の
イ
に
、
そ
L
て
同
一
の
制
限
に
服
す
 
 

る
こ
と
を
前
提
と
し
て
受
け
容
れ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
、
と
。
D
e
 
B
O
e
r
一
F
a
c
u
－
t
a
t
i
完
C
h
O
i
c
e
O
〓
a
w
も
．
〕
〕
0
0
一
 
 

（
5
6
）
 
D
e
∞
O
e
r
－
F
a
c
u
l
t
a
t
i
く
e
C
h
O
i
c
e
O
〓
a
w
も
P
．
〕
裟
・
〕
U
l
0
0
一
 
 

（
5
7
）
 
ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
任
意
的
法
選
択
は
当
事
ネ
に
よ
る
擬
制
的
な
法
選
択
に
恭
づ
い
て
い
る
と
い
う
反
対
論
 
 

に
は
と
く
に
感
銘
を
受
け
な
い
。
た
と
え
合
意
が
擬
制
で
あ
る
と
し
て
も
、
い
ず
れ
の
当
事
者
も
法
選
択
の
争
点
を
提
起
す
る
必
要
が
あ
る
と
は
感
 
 
 

じ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
ポ
‖
走
で
き
な
い
。
た
と
え
当
事
者
の
一
ん
が
、
外
国
法
の
適
用
を
多
分
保
証
L
た
で
あ
ろ
う
当
該
事
什
の
外
国
的
側
面
を
 
 
 

見
落
と
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
争
古
川
を
自
発
的
に
提
起
す
る
こ
と
が
－
単
に
七
草
者
に
警
告
す
る
だ
け
だ
と
し
て
も
ー
裁
判
所
に
ふ
さ
わ
L
 
 

い
と
は
思
わ
な
い
。
そ
れ
は
、
時
効
規
声
疋
や
、
当
事
者
に
よ
る
援
用
が
必
要
で
あ
り
、
裁
判
所
が
自
発
的
に
通
用
し
な
い
そ
の
他
の
法
規
に
注
意
を
 
 
 

引
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
」
、
と
。
D
e
 
B
O
e
r
－
F
a
c
u
－
t
a
t
i
く
e
C
h
O
i
c
e
O
〓
a
w
も
p
．
〕
芦
 
 

（
5
8
）
 
た
と
え
ば
、
民
事
及
び
商
事
に
関
す
る
裁
判
管
轄
並
び
に
判
決
の
執
行
に
関
す
る
E
E
C
条
約
 
（
一
九
六
人
隼
〕
 
↓
四
条
。
 
 
 

二
ハ
人
 
 

し
て
は
、
T
h
一
M
一
D
e
B
O
e
r
】
B
e
y
O
n
d
L
e
米
L
宍
i
D
e
－
i
c
t
二
－
芸
ご
な
ど
が
あ
る
。
短
期
間
で
は
あ
る
が
裁
判
官
と
し
て
の
実
務
経
験
も
あ
り
、
 
 

そ
の
体
験
が
彼
の
主
張
の
墓
場
に
あ
る
こ
と
は
、
彼
‖
身
が
論
文
の
小
で
し
ば
し
ば
述
べ
て
い
る
り
 
 

（
4
5
）
 
た
と
え
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
裁
判
所
に
と
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
離
婚
法
を
適
用
す
る
こ
と
は
必
ず
L
も
困
難
で
は
な
い
と
L
て
い
る
占
e
B
O
e
r
㍉
a
c
u
－
t
a
t
i
完
 
 

51 50 49 48 47 46 

C
h
O
i
c
e
O
〓
a
w
〉
P
．
u
N
P
 
 
 

D
e
 
B
O
e
r
〉
F
a
c
u
－
t
a
t
i
く
e
C
h
O
i
c
e
 
O
〓
a
w
】
p
p
．
u
N
T
い
N
N
．
 
 
 

D
e
∞
O
e
r
－
F
a
c
u
－
t
a
t
i
く
e
C
h
O
i
c
e
 
O
〓
a
w
一
p
．
u
N
N
．
 
 
 

D
e
 
B
O
e
r
－
F
a
c
u
－
t
a
t
i
く
e
C
h
O
i
c
e
O
〓
a
w
｝
p
p
．
u
N
N
〕
N
凪
．
 
 
 

D
e
 
B
O
e
r
】
F
a
c
u
】
t
a
t
i
く
e
C
h
O
i
c
e
O
〓
a
w
－
P
p
．
〕
N
干
〕
N
∽
一
 
 
 

D
e
 
B
O
e
r
】
F
a
c
u
－
t
a
t
i
く
e
C
h
O
i
c
e
O
〓
a
w
－
P
p
．
u
N
†
〕
N
平
 
 
 

こ
の
こ
と
は
、
T
h
e
p
r
宍
e
d
u
r
a
－
s
t
a
t
u
s
O
f
c
h
O
i
c
？
O
f
⊥
a
w
r
u
－
e
s
a
n
d
f
O
r
e
i
g
コ
ー
a
w
と
い
う
彼
の
論
文
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
端
的
に
現
れ
 
 

て
い
る
。
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川
 
任
意
的
抵
触
法
と
当
事
者
の
利
益
 
 
 

フ
レ
ス
ナ
ー
の
見
解
に
端
的
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
任
意
的
抵
触
法
の
理
論
は
、
渉
外
訴
訟
の
解
決
に
お
け
る
当
事
者
の
利
益
を
重
 
 

視
し
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
も
、
裁
判
の
効
率
と
い
う
点
を
挙
げ
る
一
方
で
、
法
廷
地
法
 
 

を
外
国
法
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
唯
一
の
説
得
的
根
拠
は
当
事
者
の
利
益
で
あ
る
と
し
て
い
た
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
主
張
と
の
関
連
で
注
意
す
べ
き
点
は
、
任
意
的
抵
触
法
の
理
論
が
、
あ
く
ま
で
も
、
抵
触
規
定
の
絶
対
的
、
あ
る
い
は
 
 

二
六
七
 
 
 

以
上
の
よ
う
な
ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
の
見
解
は
、
と
り
わ
け
法
廷
地
法
の
過
川
を
原
則
と
考
え
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
に
と
 
 

っ
て
は
、
お
そ
ら
く
フ
レ
ス
ナ
ー
の
理
論
以
上
に
受
け
容
れ
が
た
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
の
説
く
任
意
的
法
選
択
理
 
 

論
に
対
し
て
も
、
こ
れ
に
に
わ
か
に
左
祖
す
る
こ
と
に
は
躊
躇
を
覚
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
他
方
で
、
諸
国
の
国
際
私
法
の
 
 

動
向
や
実
際
の
渉
外
事
件
に
お
け
る
諸
岡
難
を
直
視
し
た
彼
の
主
張
に
は
耳
を
傾
け
る
べ
き
点
も
少
な
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
 
 

こ
で
、
以
下
で
は
、
右
に
概
説
し
た
議
論
を
参
考
に
、
任
意
的
抵
触
法
の
理
論
に
つ
い
て
若
†
の
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
 
 

（
5
9
）
 
D
e
 
B
O
e
r
一
F
a
c
u
－
t
a
t
i
く
e
C
h
C
i
c
e
O
〓
a
声
p
p
∴
ヨ
†
崇
－
．
 
 

（
鮒
）
 
ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
は
、
こ
の
よ
う
な
法
廷
地
法
の
一
応
の
適
用
と
い
う
考
え
方
に
関
し
て
、
カ
リ
ー
の
見
解
に
依
拠
し
て
い
る
。
D
e
B
C
e
r
一
F
a
c
u
－
t
a
t
i
く
e
 
 
 

C
h
O
i
c
e
 
C
〓
a
w
｝
p
．
柴
草
S
e
e
｝
B
．
C
u
r
r
i
e
一
S
e
－
e
c
t
e
d
E
s
s
a
y
s
O
】
ニ
h
e
C
∃
f
－
i
c
t
 
O
f
 
L
a
w
s
（
－
芸
空
p
．
p
 
 

（
6
1
）
 
D
e
 
B
O
e
r
，
F
a
c
u
－
t
a
t
i
く
e
C
h
O
i
c
e
O
〓
a
w
】
p
＼
岩
戸
 
 

四
 
若
干
の
検
討
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二
人
八
 
 
㍑
 
 

強
行
的
な
適
用
を
ポ
ロ
定
し
、
抵
触
規
定
の
適
用
の
判
断
を
当
事
者
に
委
ね
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
か
。
た
し
か
に
、
 
 

任
意
的
抵
触
法
に
よ
れ
ば
、
法
廷
地
法
の
適
用
の
可
能
性
が
増
人
す
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
ま
た
、
そ
の
主
張
の
背
景
と
し
て
、
 
 

法
廷
地
法
の
優
先
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
こ
と
も
先
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
任
意
的
抵
触
法
の
理
論
は
 

、
あ
く
ま
で
も
抵
 
 

触
規
定
の
適
用
を
当
事
者
の
判
断
に
任
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
当
事
者
が
抵
触
規
定
の
適
用
、
あ
る
い
は
外
国
法
の
適
用
を
主
張
 
 

し
た
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
紙
触
規
定
に
従
っ
て
準
拠
法
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
か
c
そ
り
意
味
で
、
任
意
的
砥
触
法
 
 

の
理
論
を
直
ち
に
国
際
私
法
一
た
疋
論
と
断
ず
る
こ
と
は
正
鵠
を
射
た
も
の
と
は
い
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
か
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
任
意
的
抵
触
法
の
理
論
で
重
視
さ
れ
て
い
る
「
当
事
者
の
利
益
」
と
は
、
「
質
の
高
い
裁
判
」
に
関
す
る
利
益
と
か
当
事
 
 

者
に
よ
る
「
手
続
的
な
処
分
の
‖
由
」
 
と
い
っ
た
、
い
わ
ば
 
「
訴
訟
手
続
上
の
利
益
」
 
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ク
ロ
フ
ォ
ラ
 
 

1
 が
、
作
意
的
紙
触
法
の
理
論
は
、
「
祇
触
法
的
正
義
お
よ
び
裁
判
の
調
和
に
比
べ
て
、
あ
ま
り
に
も
一
方
的
に
、
価
佃
聖
［
同
い
裁
判
に
 
 

関
す
る
†
紙
上
の
利
益
を
強
調
し
て
い
る
」
と
批
判
し
て
い
聖
 
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
、
丸
岡
教
授
も
「
当
事
者
の
訴
訟
手
続
上
の
 
 

利
益
を
重
視
し
す
ぎ
る
こ
と
が
、
か
え
っ
て
当
事
省
か
ら
実
質
法
上
の
利
益
を
奪
う
こ
と
に
な
る
」
 
と
厳
し
く
こ
れ
を
弾
じ
て
い
る
＝
 
 

た
し
か
に
、
こ
の
よ
う
な
訴
訟
手
続
上
の
利
益
を
他
の
抵
触
法
⊥
の
利
益
 
（
た
と
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
取
引
利
益
や
秩
け
利
益
、
抵
触
法
 
 

上
の
当
事
者
利
益
な
ど
）
 
と
同
列
に
扱
う
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
と
い
う
問
題
に
対
し
て
は
、
従
来
の
国
際
私
法
理
論
上
必
ず
し
も
十
 
 

分
に
検
討
が
な
さ
れ
て
き
た
と
は
い
え
な
ぃ
じ
し
か
し
、
H
〓
頭
に
掲
げ
た
わ
が
H
の
裁
判
所
の
事
例
を
み
て
も
、
当
事
者
が
あ
え
て
外
 
 

国
法
の
適
用
を
問
題
と
し
な
い
場
A
‖
に
も
、
常
に
「
砥
触
法
的
正
義
」
 
の
た
め
に
裁
判
所
が
職
権
で
抵
触
規
走
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
 
 

ら
な
い
と
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
や
は
り
素
朴
な
疑
問
が
湧
く
の
を
禁
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
り
 
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
場
合
、
も
 
 

し
仮
に
当
事
者
が
紛
争
解
決
の
方
法
と
し
て
法
廷
地
法
に
頼
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
根
拠
と
な
る
の
は
、
抵
触
汰
仁
の
 
 

利
益
で
は
な
く
、
フ
レ
ス
ナ
ー
や
ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
が
説
く
よ
う
な
 
「
訴
訟
†
続
上
の
利
益
」
 
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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刷
 
任
意
的
抵
触
法
と
「
当
事
者
に
よ
る
処
分
可
能
性
」
 
 
 

前
述
の
よ
う
に
、
任
意
的
抵
触
法
の
理
論
が
仮
に
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
問
題
と
な
る
の
は
そ
の
適
用
範
岡
で
あ
っ
た
∪
 
こ
の
古
川
 
 

に
つ
い
て
、
フ
レ
ス
ナ
ー
は
種
々
の
例
外
を
設
け
て
い
た
が
、
ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
は
、
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
山
般
に
抵
触
規
定
の
任
意
性
 
 

析
 
を
肯
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
任
意
的
抵
触
法
の
適
用
範
岡
の
一
つ
の
健
と
な
る
の
が
 
「
当
事
者
に
よ
る
処
分
可
能
件
」
と
い
う
基
 
 

準
で
あ
る
。
こ
の
 
「
処
分
可
能
性
」
 
の
基
準
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
判
例
に
お
い
て
も
、
裁
判
所
の
職
権
に
よ
る
抵
触
 
 

規
定
適
用
義
務
を
制
限
す
る
基
準
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
基
準
に
つ
い
て
、
ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
は
、
「
法
選
択
規
（
疋
が
自
由
な
処
 
 

分
の
対
象
と
な
る
か
否
か
は
、
対
応
す
る
実
質
法
の
目
的
や
そ
の
規
定
が
指
定
す
る
実
質
法
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
は
な
〈
、
法
 
 

選
択
規
定
そ
れ
自
体
の
目
的
に
よ
っ
て
決
ま
る
」
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
国
際
私
法
規
定
は
、
私
的
な
当
事
者
の
利
益
に
向
け
ら
れ
 
 

た
規
定
で
あ
る
か
ら
、
公
序
規
定
で
は
な
い
と
し
て
、
そ
の
絶
対
的
強
行
規
定
酢
を
否
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ド
ゥ
■
ブ
ー
ル
が
説
 
 

く
よ
う
に
、
抵
触
規
定
の
通
用
が
当
事
者
の
処
分
の
対
象
に
な
る
か
ど
う
か
は
抵
触
規
定
の
目
的
自
体
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
 
 

あ
る
と
す
る
考
え
方
に
は
、
抵
触
規
定
日
体
が
独
自
の
法
目
的
を
も
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
合
理
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
 
 

し
、
ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
の
よ
う
に
、
国
際
私
法
規
定
が
も
っ
ぱ
ら
私
的
な
利
益
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
、
全
耐
的
に
 
 

そ
の
任
意
的
適
用
性
を
認
め
て
し
ま
う
点
に
は
疑
問
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
点
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
当
事
者
の
 
 

「
訴
訟
手
続
上
の
利
益
」
 
と
抵
触
規
定
に
よ
っ
て
定
ま
る
準
拠
法
の
適
用
を
支
持
す
る
抵
触
法
上
の
利
犬
几
と
が
比
較
検
討
さ
れ
る
べ
き
 
 

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
冒
頭
に
掲
げ
た
わ
が
国
の
判
例
の
よ
う
な
場
合
、
当
事
者
は
は
た
し
て
自
分
た
ち
の
事
件
が
渉
外
事
什
で
あ
る
こ
と
を
 
 

認
識
し
て
い
た
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
外
国
法
の
適
用
可
能
性
を
知
っ
て
い
た
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
。
ま
た
、
も
し
も
、
そ
の
よ
 
 

う
な
認
識
が
当
事
者
に
な
い
場
合
、
任
意
的
抵
触
法
の
立
場
を
と
る
と
、
抵
触
規
定
に
従
っ
て
外
国
法
が
適
用
さ
れ
た
な
ら
ば
有
利
な
 
 

判
決
を
得
た
可
能
性
の
あ
る
当
事
者
に
と
っ
て
は
実
質
的
な
不
利
益
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
か
問
題
と
な
る
。
こ
れ
は
、
 
 

二
六
九
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「  

〔  

二
七
〇
 
 
 

先
に
見
た
、
フ
レ
ス
ナ
ー
の
見
解
に
対
し
て
も
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
た
批
判
で
あ
る
っ
 
と
く
に
、
そ
の
よ
う
な
不
利
益
を
受
け
る
当
事
 
 

者
が
経
済
的
な
弱
者
で
あ
る
場
合
、
任
意
的
抵
触
法
は
、
情
報
を
よ
り
多
く
入
手
で
き
る
金
持
ち
を
優
遇
す
る
こ
と
に
な
る
と
の
批
判
 
 

（
6
9
）
 
 

も
あ
る
。
こ
の
点
、
法
廷
地
法
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
の
合
意
を
要
求
す
る
と
い
う
こ
と
も
一
つ
の
方
法
と
し
て
考
、
え
ら
れ
る
。
 
 

前
述
し
た
ハ
ン
グ
リ
ー
の
立
法
が
そ
の
一
つ
の
例
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
が
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、
欠
席
手
紙
な
ど
 
 
 

を
考
え
た
場
合
、
果
た
し
て
そ
の
よ
う
な
要
件
が
う
ま
く
機
能
す
る
か
ど
う
か
は
疑
問
が
あ
る
と
い
え
よ
、
∵
ま
た
、
経
済
的
な
弱
者
 
 

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
概
し
て
い
え
ば
、
私
は
も
は
や
任
意
的
法
選
択
が
 
 

『
弱
者
』
 
を
不
利
な
立
場
に
置
く
と
は
信
じ
て
い
な
い
。
ま
っ
た
く
逆
で
あ
る
。
任
意
的
法
選
択
は
、
裕
福
で
あ
れ
貧
し
く
あ
れ
、
両
 
 

当
事
者
に
法
廷
地
法
に
頼
る
か
外
国
法
に
訴
え
る
か
の
選
択
権
を
与
え
る
の
で
あ
る
り
 
両
当
事
者
は
、
『
貧
し
い
』
当
事
者
の
代
理
人
で
 
 

さ
え
も
熟
知
し
て
い
る
は
ず
の
法
廷
地
法
に
某
づ
い
て
自
己
の
手
続
的
な
成
算
を
評
価
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
法
娃
地
法
を
扱
う
の
で
あ
 
 

る
か
ら
、
渉
外
事
件
で
あ
っ
て
も
、
国
内
事
件
に
お
け
る
以
上
の
努
力
と
費
用
を
必
要
と
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
し
も
 
『
貧
し
い
』
当
 
 

事
者
の
弁
護
士
が
法
廷
地
法
が
ほ
と
ん
ど
勝
訴
の
見
込
み
を
今
∵
ん
で
い
な
い
と
い
う
結
論
に
達
し
た
な
ら
ば
、
彼
は
い
つ
で
も
法
選
択
 
 
 

の
争
点
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
」
、
と
。
 
 
 

㈱
 
任
意
的
抵
触
法
と
当
事
者
自
治
 
 
 

さ
ら
に
、
任
意
的
抵
触
法
の
理
論
は
、
当
事
者
に
法
廷
地
法
の
選
択
を
許
す
と
い
う
点
で
、
抵
触
法
上
の
当
事
者
自
治
と
の
関
係
が
 
 

問
題
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
も
フ
レ
ス
ナ
ー
・
J
わ
、
任
意
的
抵
触
法
は
抵
触
法
上
の
当
事
者
R
治
と
は
別
個
の
 
 

も
の
で
あ
る
点
を
強
調
し
て
お
り
、
任
意
的
抵
触
法
が
当
事
者
の
 
「
訴
訟
手
続
上
の
利
益
」
を
根
拠
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
両
者
 
 

は
そ
の
理
論
的
基
礎
を
異
に
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
グ
ロ
フ
ォ
ラ
ー
は
、
「
任
意
的
抵
触
法
は
、
 
 

抵
触
法
上
の
当
事
者
自
治
の
熟
慮
さ
れ
た
要
件
と
そ
の
限
界
の
裏
を
か
き
、
そ
の
効
果
を
失
わ
せ
る
」
と
し
て
、
む
し
ろ
任
意
的
抵
触
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㈱
 
任
意
的
抵
触
法
と
法
廷
地
法
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
伝
統
的
な
国
際
私
法
理
論
か
ら
見
て
、
任
意
的
抵
触
法
の
最
大
の
問
題
点
は
、
そ
れ
が
内
外
法
の
平
等
と
い
う
前
提
を
 
 

右
＝
足
し
、
法
廷
地
法
に
優
越
的
な
地
位
を
認
め
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
丸
岡
教
授
は
、
キ
ュ
ー
ネ
の
言
葉
を
引
き
な
が
ら
、
 
 

ブ
レ
ス
ナ
ー
は
「
当
事
者
自
治
に
よ
り
仮
装
さ
れ
た
法
廷
地
法
主
義
を
提
言
し
て
い
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
弾
じ
て
い
か
じ
た
 
 

し
か
に
、
と
り
わ
け
、
ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
の
見
解
は
、
そ
の
論
文
中
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
ー
の
影
響
を
強
 
 

く
受
け
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
彼
の
 
「
法
廷
地
法
の
一
応
の
適
用
」
と
い
う
主
張
自
体
、
カ
リ
ー
の
考
え
に
基
づ
い
た
も
の
 
 

で
あ
り
、
渉
外
的
な
法
律
問
題
の
全
般
に
わ
た
っ
て
法
廷
地
法
の
適
用
を
原
則
と
考
え
る
ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
の
立
場
は
、
外
国
法
の
適
用
 
 

可
能
性
を
大
前
提
と
す
る
国
際
私
法
規
定
の
下
で
は
、
そ
の
ま
ま
受
け
容
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
 
 

ブ
レ
ス
ナ
ー
の
よ
う
に
、
法
廷
地
法
の
適
用
に
関
す
る
当
事
者
の
利
益
を
考
癒
し
て
抵
触
規
定
の
適
用
の
有
無
を
決
定
す
る
と
い
う
立
 
 

場
は
、
そ
れ
が
法
廷
地
法
の
適
用
を
優
先
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
だ
け
で
直
ち
に
拒
絶
さ
れ
る
べ
き
か
否
か
、
こ
の
点
は
さ
ら
に
検
 
 

討
の
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
渉
外
事
件
に
関
し
て
、
法
廷
地
法
の
適
用
に
よ
っ
て
紛
争
を
解
決
す
る
と
い
う
「
訴
訟
手
続
上
 
 

の
利
益
」
を
抵
触
法
上
の
諸
利
益
と
の
間
で
比
較
考
慮
す
る
余
地
は
十
分
に
あ
る
と
考
、
ろ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 

二
七
一
 
 
 

7
2
 
 

法
が
抵
触
法
上
の
当
事
者
自
治
の
妨
げ
に
な
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
際
私
法
を
中
心
と
し
 
 

て
、
今
日
、
国
際
私
法
の
様
々
な
分
野
で
当
事
者
に
よ
る
準
拠
法
の
指
定
を
認
め
る
傾
向
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
当
事
 
 

者
自
治
の
範
囲
が
拡
大
す
れ
ば
、
と
く
に
任
意
的
な
抵
触
法
を
認
め
る
必
要
は
な
い
と
も
考
、
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
逆
に
、
そ
の
よ
う
 
 

に
準
拠
法
の
決
定
に
つ
き
広
範
に
当
事
者
自
治
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
抵
触
規
定
の
任
意
的
適
用
性
を
頭
か
ら
否
定
し
て
し
ま
う
 
 

理
由
も
乏
し
く
な
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
と
り
わ
け
、
わ
が
国
の
よ
う
に
、
抵
触
法
上
の
当
事
者
自
治
が
限
定
的
に
し
か
認
め
 
 

ら
れ
て
い
な
い
国
際
私
法
の
下
で
は
、
任
意
的
抵
触
法
の
理
論
は
実
質
的
な
意
義
を
持
ち
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
レ
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㈲
 
作
意
的
抵
触
法
と
 
「
最
も
密
接
な
関
係
を
も
つ
法
秩
け
」
 
 
 

最
後
に
、
任
意
的
抵
触
法
に
よ
れ
ば
、
国
際
私
法
規
定
が
、
抵
触
法
的
正
義
に
基
づ
い
て
、
当
該
法
律
問
題
と
「
最
も
密
接
な
関
係
 
 

を
も
つ
法
秩
序
」
 
で
あ
る
と
し
て
指
定
し
た
法
の
適
用
が
排
除
さ
れ
、
当
該
事
案
と
実
質
的
な
准
連
関
係
の
な
い
法
廷
地
法
が
適
用
さ
 
 

れ
る
こ
と
に
な
る
と
の
批
判
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。
 
 
 

伝
統
的
な
国
際
私
法
理
論
が
抵
触
規
定
の
絶
対
的
・
強
わ
的
な
適
川
を
認
め
る
主
要
な
根
拠
は
、
そ
れ
が
当
該
事
案
と
最
も
密
接
に
 
 

関
連
す
る
法
秩
序
を
指
定
す
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
法
を
適
用
す
る
こ
と
が
当
該
事
案
の
・
解
決
と
し
て
巌
ら
適
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
 
 

る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
溜
池
教
授
は
、
「
国
際
私
法
は
、
国
際
的
私
法
交
通
の
H
滑
と
安
全
の
見
地
か
ら
、
各
棟
の
法
律
関
係
に
 
 

つ
い
て
、
こ
れ
に
適
用
す
る
に
最
も
適
当
な
法
律
を
内
外
の
私
法
の
中
か
ら
選
択
指
定
す
る
法
律
で
あ
る
か
ら
、
公
法
的
性
格
を
も
ち
、
 
 

6
 
公
の
秩
序
に
関
す
る
法
律
で
あ
る
い
し
た
が
っ
て
強
行
法
と
解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
か
じ
こ
の
よ
う
に
蛇
触
規
定
が
、
 
 

内
外
の
私
法
秩
序
の
中
か
ら
当
該
法
律
関
係
と
「
最
も
密
接
な
関
係
を
も
つ
法
秩
序
」
を
選
び
出
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
法
秩
序
 
 

に
属
す
る
法
以
外
の
法
の
適
用
を
認
め
る
必
要
は
な
い
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
近
時
の
諸
国
の
国
際
私
法
に
見
ら
れ
る
 
 
 

一
一
七
一
一
 
 

ま
た
、
先
に
ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
が
説
い
て
い
た
よ
う
に
、
実
際
の
事
例
で
は
、
「
法
廷
地
法
」
 
は
、
い
わ
ば
ま
っ
た
く
無
色
な
意
味
で
の
 
 

法
廷
地
法
と
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
〈
、
そ
れ
は
、
通
常
、
被
告
や
原
告
の
住
所
地
法
で
あ
っ
た
り
、
不
法
行
為
地
法
で
あ
っ
た
り
 
 

す
る
こ
と
も
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
伝
統
的
な
国
際
私
法
理
論
で
は
、
諸
国
の
国
内
裁
判
所
は
、
あ
た
か
も
 
 

超
国
家
的
性
質
の
裁
判
所
と
し
て
裁
判
を
な
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
そ
れ
ら
の
裁
判
所
は
、
国
 
 

際
的
裁
判
管
轄
の
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
、
何
ら
か
の
人
‖
理
的
な
管
轄
事
山
に
基
づ
〈
裁
判
所
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
今
口
の
よ
う
に
 
 

裁
判
管
轄
ル
ー
ル
が
次
第
に
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
状
況
の
下
で
は
、
法
廷
地
法
に
二
疋
の
・
優
先
を
認
め
る
こ
と
も
、
あ
な
が
ち
不
当
と
 
 

ま
で
は
い
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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よ
う
に
、
今
日
の
抵
触
規
定
に
お
い
て
は
、
準
拠
法
が
必
ず
し
も
「
事
案
と
の
最
密
接
関
連
性
」
の
み
に
よ
っ
て
決
ま
る
の
で
は
な
く
、
 
 

そ
れ
以
外
の
抵
触
法
上
、
さ
ら
に
は
実
質
法
上
の
諸
利
益
ま
で
を
も
考
慮
し
て
、
準
拠
法
が
決
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
っ
様
々
 
 

な
法
律
関
係
へ
の
当
事
者
自
治
の
拡
大
や
、
選
択
的
指
定
を
認
め
る
規
定
の
増
加
な
ど
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
 
 

う
な
現
象
を
ど
う
評
価
す
べ
き
か
、
あ
る
い
は
「
最
密
接
関
連
性
」
と
い
う
基
準
を
今
日
の
国
際
私
法
理
論
上
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
 
 

る
か
は
、
そ
れ
自
体
、
論
者
の
国
際
私
法
観
に
か
か
わ
る
根
本
問
題
で
あ
り
、
本
稿
の
守
備
範
囲
を
超
え
る
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
 
 

少
な
〈
と
も
近
時
の
抵
触
規
定
が
種
々
の
抵
触
法
上
の
利
益
を
考
慮
し
た
上
で
準
拠
法
を
決
定
し
て
い
る
と
い
う
現
実
を
考
え
れ
ば
、
 
 

そ
の
考
慮
の
中
に
、
任
意
的
抵
触
法
の
論
者
が
主
張
す
る
よ
う
な
「
法
廷
地
法
を
適
用
し
て
紛
争
を
解
決
す
る
当
事
者
の
訴
訟
手
続
上
 
 

の
利
益
」
を
加
え
る
こ
と
も
ま
っ
た
く
不
合
理
と
ま
で
は
い
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 
 

（
招
二
 
抵
触
規
定
の
強
行
性
と
任
意
性
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
野
村
美
明
「
国
際
私
法
の
強
行
件
と
任
意
性
」
洋
木
敏
郎
＝
妹
場
唯
一
編
『
国
際
私
法
の
 
 

争
点
 
（
新
版
）
』
 
五
五
頁
五
六
頁
 
（
一
九
九
六
年
）
 
参
照
。
 
 

（
6
3
）
 
ブ
レ
ス
ナ
ー
も
ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
も
、
ひ
と
た
び
当
事
者
が
抵
触
問
題
を
提
起
し
た
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
国
際
私
法
の
定
め
る
準
拠
法
を
適
用
し
 
 
 

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
際
外
国
法
が
指
定
さ
れ
た
と
き
は
、
裁
判
所
は
職
権
で
そ
れ
を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
F
】
e
s
s
コ
e
r
｝
『
a
k
u
】
t
a
（
i
完
S
 
 
 

K
O
≡
s
i
O
コ
S
r
e
C
h
t
S
∴
築
ご
D
e
B
O
e
r
－
F
a
c
u
－
t
a
t
i
く
e
C
h
O
首
e
O
〓
a
w
一
P
P
．
き
ぃ
・
き
ぃ
．
 
 

（
6
4
）
 
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
フ
レ
ス
ナ
ー
自
身
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
従
来
の
理
論
の
立
場
か
ら
は
、
利
害
関
係
の
あ
る
当
事
者
が
外
因
法
の
 
 
 

適
用
可
能
性
を
援
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
命
籍
は
、
抵
触
法
を
排
除
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
号
 
 
 

え
に
習
熟
し
さ
え
す
れ
ば
、
そ
の
命
題
も
抵
触
法
上
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
、
と
。
F
－
e
s
s
コ
e
r
↓
F
a
k
u
l
t
a
t
i
く
e
S
 
 

K
O
≡
s
i
O
コ
S
r
e
C
h
t
 
S
▼
∽
∽
↓
．
 
 

（
6
5
）
 
K
r
O
p
h
O
〓
e
r
】
a
．
a
．
〇
．
（
A
コ
芦
〕
ご
S
．
芦
 
 

（
6
6
ニ
最
近
に
お
け
る
そ
の
よ
う
な
試
み
の
一
つ
と
し
て
、
A
．
F
】
e
s
s
コ
e
r
」
コ
t
e
r
e
S
S
e
n
j
u
r
i
s
p
r
u
d
e
コ
N
i
ヨ
i
コ
t
e
r
コ
a
t
i
C
コ
a
】
e
n
P
r
i
く
a
t
r
e
C
h
t
（
－
禁
豆
が
 
 
 

あ
る
。
同
書
に
つ
い
て
は
、
小
野
教
授
の
紹
介
を
参
照
。
中
野
俊
一
郎
・
国
際
法
外
交
雑
誌
九
〇
巻
二
号
り
〇
四
頁
－
一
〇
七
頁
 
（
一
九
九
∵
隼
）
。
 
 

（
6
7
）
 
ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
も
、
非
訟
事
件
に
関
す
る
分
野
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
質
規
定
の
多
く
が
公
の
政
策
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
任
意
的
法
選
 
 

二
七
三
 
 
 



l胡 法（493・4）810  

以
上
、
最
近
の
任
意
的
抵
触
法
に
関
す
る
議
論
を
、
と
く
に
ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
の
見
解
を
中
心
に
紹
介
・
検
討
し
て
き
た
。
か
つ
て
、
 
 

丸
岡
教
授
は
、
外
国
法
の
調
査
方
法
が
充
実
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
事
者
の
訴
訟
上
の
利
益
も
ほ
ほ
理
想
的
な
ま
で
に
保
護
さ
れ
 
 

る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
当
事
者
が
外
国
法
の
適
用
を
申
し
立
て
て
い
な
い
こ
と
を
口
実
と
し
て
、
法
廷
地
法
を
適
用
す
る
が
 
 

，
 
 

ご
と
き
姑
息
な
手
段
が
選
ば
れ
る
必
要
は
も
は
や
存
し
な
く
な
る
、
と
評
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
努
力
は
今
日
も
営
々
と
続
け
ら
れ
、
 
 
 

（
7
5
）
 
こ
の
よ
う
に
国
際
裁
判
管
轄
と
の
関
連
で
準
拠
法
を
考
え
る
と
い
う
方
法
は
、
内
容
の
当
木
＝
は
別
と
し
て
も
、
守
成
元
年
の
法
例
改
．
止
の
際
に
、
 
 
 

離
婚
準
拠
法
に
日
本
人
条
項
が
攣
人
さ
れ
た
と
き
の
議
論
の
小
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
南
敏
文
『
改
止
法
例
の
解
説
』
九
川
占
二
一
九
九
∴
午
）
 
 

参
照
。
 
 

（
7
6
）
 
溜
池
∴
別
掲
 
（
1
〕
一
九
頁
。
 
 

（
6
8
）
 
 

（
6
9
）
 
 

（
7
0
）
 
 

H
 
 

74 73 72  

二
七
四
 
 
 

択
が
制
限
さ
れ
る
と
解
し
て
い
る
。
D
e
B
O
e
r
－
F
a
c
u
－
t
a
t
i
扁
C
h
O
i
c
e
O
〓
a
w
も
p
．
望
？
豆
芦
 
 
 

こ
の
問
題
に
関
す
る
7
ラ
、
／
ス
で
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
早
川
・
前
掲
 
（
1
4
）
一
★
几
‖
†
四
九
頁
－
不
二
暮
雪
埋
 
 
 

P
．
L
a
〓
完
－
↓
e
n
d
a
コ
〔
e
S
e
t
ヨ
賢
h
O
d
e
s
e
n
d
r
〔
え
i
コ
t
e
r
コ
a
t
i
書
a
－
p
r
i
く
佃
け
R
e
c
u
e
i
－
d
e
s
c
O
u
r
S
t
」
試
（
－
当
ゴ
p
」
声
 
 
 

D
e
 
B
O
e
r
l
 
F
a
〔
亡
－
t
a
t
i
扁
C
h
O
i
c
e
 
O
〓
a
w
一
p
．
亡
－
．
 
 
 

D
e
 
B
O
e
r
－
F
a
c
亡
－
t
a
t
i
完
C
h
O
i
c
e
 
O
〓
a
w
〉
p
一
い
遥
．
 
 
 

K
r
O
p
h
O
ニ
e
r
一
a
．
a
．
〇
．
（
A
コ
ヨ
．
い
望
S
．
㌫
．
 
 
 

G
．
K
h
亡
コ
e
一
D
i
e
 
P
a
r
t
e
i
a
u
t
O
コ
○
ヨ
i
e
仙
ヨ
i
コ
t
e
r
コ
a
t
山
○
コ
a
－
e
コ
E
r
b
r
e
c
h
t
こ
雪
空
S
」
∝
．
丸
岡
∴
別
掲
 
（
旦
 
三
〇
拳
二
＝
Y
二
八
九
日
 

同
趣
旨
の
こ
と
は
す
で
に
ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
も
述
べ
て
い
た
が
、
ブ
レ
ス
十
－
は
、
渉
外
事
什
に
つ
い
て
、
あ
る
同
の
裁
判
所
が
他
回
の
法
を
適
閥
 
 

す
る
こ
と
か
・
h
牛
じ
る
特
別
な
利
益
状
況
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
十
分
な
検
討
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
し
て
、
抜
判
仔
が
準
拠
法
に
つ
き
習
熟
 
 

し
て
い
る
こ
と
を
抵
触
法
上
考
慮
す
る
こ
と
は
叫
然
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
同
際
私
法
と
川
際
民
弔
訴
訟
法
と
の
間
に
広
が
つ
て
い
る
来
踏
の
地
 
 

を
抵
触
法
的
に
J
j
有
す
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
い
る
り
 
F
】
e
s
s
コ
e
r
｝
F
a
k
u
－
t
a
t
i
完
S
K
つ
≡
s
i
O
コ
S
r
e
C
h
t
 
S
．
宗
－
．
 
 

五
 
む
す
び
に
代
え
て
 
 



引l任意的拙触法の理論について  

各
国
の
裁
判
実
務
の
状
況
は
少
し
づ
つ
で
は
あ
る
が
そ
の
理
想
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
方
で
、
 
 

渉
外
事
件
と
国
内
事
件
と
で
は
、
フ
レ
ス
ナ
ー
や
ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
の
指
摘
す
る
よ
う
な
裁
判
の
質
の
違
い
が
存
在
す
る
こ
と
も
ま
た
否
 
 

定
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
前
述
の
検
討
で
は
、
そ
の
よ
う
な
裁
判
実
務
の
現
実
を
直
視
し
た
任
意
的
抵
触
法
の
 
 

理
論
に
も
肯
定
的
に
評
価
す
べ
き
面
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
に
な
っ
た
∩
】
 
も
っ
と
も
、
ど
の
よ
う
な
法
律
関
係
に
つ
い
て
抵
触
 
 

規
定
の
任
意
性
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
か
（
任
意
的
抵
触
法
の
適
用
範
網
）
、
任
意
的
抵
触
法
と
訴
訟
法
上
の
弁
論
主
義
と
の
異
同
、
抵
触
 
 

抑  

り
仁
 
 

規
定
の
行
為
規
範
性
と
任
意
的
抵
触
法
と
の
関
係
、
当
事
者
の
同
意
や
法
選
択
の
時
期
な
ど
作
意
的
抵
触
法
を
具
体
化
す
る
上
で
の
諸
 
 
 

問
題
な
ど
、
多
く
の
問
題
に
つ
い
て
十
分
な
検
討
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
任
意
的
抵
触
法
の
理
論
に
つ
い
て
最
終
的
な
評
 
 

価
を
下
す
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
の
検
討
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の
検
討
は
将
来
の
課
題
と
せ
ぎ
る
を
え
な
 
 
 

ヽ
■
 
り
 
 

し
 
 
 

二
一
世
紀
を
間
近
に
控
え
て
、
新
た
な
世
紀
の
国
際
私
法
を
考
え
る
場
合
、
こ
れ
ま
で
の
伝
統
的
な
国
際
私
法
理
論
が
前
提
と
L
て
 
 

き
た
諸
理
念
を
今
一
度
確
認
し
直
す
作
業
は
避
け
て
通
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
 
そ
の
意
味
で
、
抵
触
規
定
の
絶
対
的
・
強
行
的
な
過
川
 
 

と
い
う
理
念
の
意
義
を
問
い
直
す
こ
と
も
、
そ
の
よ
う
な
作
業
の
一
 
つ
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
 
 

封  

（
7
7
）
 
丸
岡
・
前
掲
 
（
8
）
 
∴
0
巻
四
号
四
川
八
貞
。
 
 

（
7
8
）
 
北
に
見
た
よ
う
に
、
ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
は
、
任
意
仙
法
選
択
理
倫
を
実
質
的
に
朋
ぶ
法
上
の
弁
論
、
†
義
と
共
通
の
展
盤
に
立
つ
も
の
と
L
て
理
解
し
 
 

て
い
る
「
 
し
か
し
、
一
般
に
、
弁
論
寺
義
は
、
判
決
の
基
礎
を
な
す
事
実
の
確
定
に
必
要
な
資
料
の
蒐
集
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
確
定
し
た
事
実
 
 

に
対
す
る
法
の
適
用
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
n
 
も
っ
と
も
、
外
国
法
を
国
内
法
と
同
じ
意
味
で
「
は
」
 
と
し
て
扱
う
べ
き
か
書
か
 
 

に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
議
論
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
海
老
沢
・
前
掲
 
（
1
）
 
七
九
八
頁
－
八
〇
七
頁
、
二
一
ケ
月
・
前
掲
 
 

（
2
7
）
 
↓
一
五
〇
頁
二
五
正
真
、
煉
場
唯
一
「
家
庭
戌
判
所
に
お
け
る
外
国
法
適
用
の
一
断
面
」
家
庭
裁
判
日
報
四
〇
巷
∵
サ
二
木
頁
 
（
一
九
八
八
 
 

年
）
 
な
ど
参
照
っ
 
 

（
わ
）
 
任
意
的
抵
触
法
の
理
論
は
、
も
っ
ぱ
ら
裁
判
に
お
け
る
抵
触
規
定
の
適
用
を
問
題
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
と
抵
触
規
定
の
行
為
準
則
と
し
て
 
 

二
七
五
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二
七
六
 
 

の
役
割
と
を
切
り
離
し
て
考
j
る
こ
と
が
で
き
る
木
‖
か
は
一
つ
の
問
題
と
な
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
丸
岡
∴
即
掲
 
（
8
）
 
二
＝
○
巷
二
‖
T
二
日
 
 

六
頁
－
三
〇
七
頁
参
照
。
 
 

（
即
）
 
抵
触
規
定
の
援
用
は
い
つ
の
時
点
ま
で
許
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
、
ド
ゥ
・
ブ
ー
ル
は
、
第
一
審
の
†
紘
終
√
時
を
一
つ
の
区
切
り
と
L
て
い
る
＝
 
 

D
e
 
B
D
e
r
一
F
a
c
亡
】
t
a
t
i
v
e
c
h
O
i
c
e
 
O
〓
a
w
も
．
u
∞
N
．
 
 

（
8
1
）
 
櫻
田
嘉
章
「
改
正
前
法
例
第
三
〇
条
に
つ
い
て
」
法
学
論
濃
一
三
八
巻
∵
一
一
二
二
号
一
六
九
真
以
†
二
九
九
ム
年
）
、
同
「
〓
本
に
ぉ
け
る
国
 
 

際
私
法
研
究
の
発
展
」
同
際
法
外
」
父
雑
誌
九
六
巻
四
＼
五
号
二
二
三
頁
以
†
 
（
一
九
九
七
年
）
 
等
の
楷
川
教
授
の
u
連
の
業
績
は
そ
の
よ
う
な
意
味
 
 

を
も
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 
 

（
附
こ
 
任
意
的
抵
触
法
を
肯
定
す
る
か
ゎ
か
は
と
も
か
く
、
野
村
教
授
も
同
趣
旨
の
立
場
に
立
つ
も
の
と
‖
心
わ
れ
る
。
野
村
∴
別
掲
 
（
撃
 
J
工
人
真
レ
 
 

〔
付
記
〕
 
 
 

本
稿
は
、
平
成
九
年
九
月
一
五
日
に
京
都
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
九
七
回
国
際
私
法
学
会
で
の
著
者
の
報
批
‖
に
加
筆
・
修
正
を
加
え
て
な
っ
た
 
 

も
の
で
あ
る
じ
 
今
回
御
退
1
1
．
と
な
る
植
松
秀
雄
、
神
山
敏
雄
両
教
授
と
親
交
の
深
か
「
た
故
丸
岡
松
雄
先
生
が
精
力
を
傾
注
さ
れ
た
テ
ー
マ
で
む
あ
り
、
 
 

ま
こ
と
に
拙
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
本
論
集
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
二
と
と
し
た
n
 
 
 


